
Title ジョンソン政権の宇宙政策 : アポロ計画と国際協調

Author(s) 渡邉, 浩崇

Citation 阪大法学. 2021, 71(3-4), p. 297-338

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/87379

rights

Note

The University of Osaka Institutional Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

The University of Osaka



ジョンソン政権の宇宙政策﻿

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
宇
宙
政
策

─
─
ア
ポ
ロ
計
画
と
国
際
協
調
─
─

渡　
　

邉　
　

浩　
　

崇

序第
一
章　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
誕
生

　

第
一
節　

宇
宙
政
策
推
進
者
ジ
ョ
ン
ソ
ン

　

第
二
節　

ケ
ネ
デ
ィ
の
遺
産

第
二
章　

ア
ポ
ロ
計
画
の
推
進

　

第
一
節　
「
偉
大
な
社
会
」
と
大
統
領
選
挙

　

第
二
節　

米
ソ
共
同
月
探
査
構
想
の
消
滅

第
三
章　

競
争
と
協
力
の
両
立

　

第
一
節　

国
際
宇
宙
協
力
の
模
索

　

第
二
節　

有
人
月
周
回
飛
行
の
成
功

結　

論

（阪大法学）71（3・4-297）　987 〔2021. 11 〕



序

　

米
ソ
共
同
有
人
月
探
査
の
構
想
を
残
し
て
、
ジ
ョ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
（John F. K

ennedy

）
大
統
領
は
凶
弾
に
倒
れ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ

は
一
九
六
三
年
九
月
に
国
連
総
会
に
お
い
て
米
ソ
共
同
の
有
人
月
探
査
を
提
案
し
た
後
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
努
力
を
続
け
て
い
た
。

そ
の
後
を
引
き
継
い
だ
リ
ン
ド
ン
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
（Lyndon B. Johnson

）
新
大
統
領
が
、
も
し
ケ
ネ
デ
ィ
の
提
案
を
実
行
に
移
し

て
い
た
な
ら
ば
、
人
類
初
の
有
人
月
面
着
陸
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
、
ア
メ
リ
カ
）
と
ソ
ビ
エ
ト
社
会
主
義
共
和
国
連
邦
（
以
下
、

ソ
連
）
の
共
同
計
画
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
実
際
に
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
人
類
初
の
有
人
月
面
着
陸
を
実

現
す
る
「
ア
ポ
ロ
計
画
（Project A

pollo

）」
を
、
ア
メ
リ
カ
単
独
で
、
ソ
連
と
の
協
力
で
は
な
く
競
争
に
よ
っ
て
推
進
し
た
。

　

本
稿
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
よ
る
ア
ポ
ロ
計
画
の
実
施
の
過
程
を
、
冷
戦
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
外
交
、
と
く
に
ソ
連
と
の
競
争
と

協
力
の
観
点
か
ら
歴
史
的
に
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。
ア
ポ
ロ
計
画
は
、
一
九
六
一
年
五
月
の
決
定
か
ら
一
九
七
二
年
一
二
月
の
終
了

ま
で
に
、
ア
メ
リ
カ
が
ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
、
ニ
ク
ソ
ン
の
三
政
権
に
わ
た
っ
て
、
二
五
〇
億
ド
ル
の
資
金
と
四
〇
万
人
の
人
材

を
投
じ
た
巨
大
宇
宙
計
画
で
あ
る
。
人
類
初
の
有
人
月
面
着
陸
を
目
的
と
し
て
進
め
ら
れ
、
そ
の
成
果
と
し
て
、
一
九
六
九
年
七
月
の

「
ア
ポ
ロ
11
号
」
か
ら
一
九
七
二
年
一
二
月
の
「
ア
ポ
ロ
17
号
」
ま
で
の
間
に
、
合
計
一
二
人
の
ア
メ
リ
カ
人
を
月
面
に
着
陸
さ
せ
、

合
計
三
八
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
月
の
石
と
と
も
に
地
球
に
帰
還
さ
せ
た
。

　

宇
宙
の
研
究
・
開
発
・
利
用
が
ま
す
ま
す
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
宇
宙
政
策
研
究
が
国
際
的
に
成
熟
し
つ
つ
あ
り
、
こ

の
よ
う
な
ア
ポ
ロ
計
画
を
政
策
論
と
し
て
分
析
し
た
研
究
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
大
部
分
が
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
決
定
に

関
す
る
研
究
で
あ
り
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
実
施
に
関
す
る
研
究
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
期
に
は
ア
ポ
ロ
計
画
が
現

場
で
の
開
発
・
製
造
・
実
行
の
段
階
に
入
り
、
当
時
の
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
も
米
ソ
両
国
の
ど
ち
ら
が
早
く
、
人
を
乗
せ
て
月
へ
行
く
ロ

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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ケ
ッ
ト
や
宇
宙
船
を
開
発
し
打
ち
上
げ
る
か
が
報
道
さ
れ
、
実
際
の
宇
宙
科
学
技
術
に
多
く
の
関
心
が
集
ま
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。
だ
が
、

ア
ポ
ロ
計
画
の
実
施
に
は
そ
う
し
た
科
学
技
術
的
困
難
だ
け
で
な
く
、
そ
の
決
定
の
際
以
上
に
多
く
の
政
治
的
困
難
が
伴
っ
た
。
そ
れ

は
、
一
九
六
〇
年
代
が
終
わ
る
ま
で
に
、
す
な
わ
ち
一
〇
年
以
内
に
、
現
在
価
値
で
三
〇
兆
円
と
も
言
わ
れ
る
莫
大
な
経
費
を
投
じ
て

ア
メ
リ
カ
人
を
月
へ
送
る
価
値
が
あ
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
論
点
と
と
も
に
、
そ
れ
を
ソ
連
と
の
競
争
に
よ
っ
て
行
う
の
か
、
そ
れ

と
も
協
力
に
よ
っ
て
行
う
の
か
と
い
う
論
点
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

前
者
の
論
点
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
一
九
六
一
年
五
月
に
ア
ポ
ロ
計
画
を
決
定
し
、
月
へ
の
競
争
で
ソ
連
に
勝
利
す
る
こ
と
を
ア

メ
リ
カ
宇
宙
政
策
の
最
優
先
目
標
と
し
た
際
に
生
じ
、
後
者
の
論
点
は
、
そ
の
翌
月
の
ウ
ィ
ー
ン
米
ソ
首
脳
会
談
や
一
九
六
三
年
九
月

の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
米
ソ
共
同
の
有
人
月
探
査
を
提
案
し
て
宇
宙
政
策
で
ソ
連
と
協
力
す
る
姿
勢
を
打
ち
出
し
た
際
に
生
じ
た
。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
こ
の
よ
う
な
論
点
を
持
っ
た
ア
ポ
ロ
計
画
を
引
き
継
ぎ
、
政
権
内
で
は
、
米
ソ
関
係
に
お
い
て
ア
ポ
ロ
計
画
を
ソ

連
と
の
競
争
に
よ
っ
て
実
行
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
協
力
に
よ
っ
て
実
行
す
る
の
か
、
そ
も
そ
も
ア
ポ
ロ
計
画
を
継
続
す
る
の
か
、
あ

る
い
は
中
止
す
る
の
か
、
ア
ポ
ロ
予
算
を
増
額
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
減
額
す
る
の
か
、
そ
し
て
人
類
初
の
有
人
月
面
着
陸
は
い
つ
に

な
る
の
か
が
繰
り
返
し
議
論
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
は
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
い
て
も
毎
年
、
予
算
を
め
ぐ
っ
て
激
し
く
議
論
さ
れ
た
。

　

こ
う
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
よ
る
ア
ポ
ロ
計
画
の
実
施
に
関
す
る
先
行
研
究
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
存
在
す
る
。
ま
ず
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
政
権
の
宇
宙
政
策
に
関
し
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
デ
ィ
バ
イ
ン
（Robert A

. D
ivine

）
の
研
究
と
ロ
バ
ー
ト
・
ダ
レ
ッ
ク
（Rob-

ert D
allek

）
の
研
究
が
あ
る
。
前
者
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
取
り
組
ん
だ
諸
政
策
の
一
つ
と
し
て
宇
宙
政
策
を
分
析
し
た
も
の
で
、

後
者
は
、
一
九
五
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
ま
で
の
ア
メ
リ
カ
宇
宙
政
策
を
大
統
領
の
役
割
に
注
目
し
て
分
析
し
た
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

ど
ち
ら
の
研
究
も
、
既
述
の
前
者
の
論
点
、
す
な
わ
ち
ア
ポ
ロ
計
画
を
実
施
す
る
価
値
が
あ
る
の
か
と
い
う
論
点
を
中
心
に
、
ジ
ョ
ン

ソ
ン
政
権
が
ア
ポ
ロ
計
画
を
国
内
政
治
の
中
で
い
か
に
実
施
し
て
い
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
後
者
の
論
点
に
関
し
て
は
対

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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ソ
競
争
の
観
点
が
中
心
で
、
政
権
内
に
お
い
て
有
人
月
探
査
を
含
め
て
米
ソ
宇
宙
協
力
が
模
索
さ
れ
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど

触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

次
に
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
よ
る
ソ
連
と
の
宇
宙
協
力
の
模
索
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
と
し
て
、
ド
ッ
ド
・
ハ
ー
ベ
イ
（D

odd L. 

H
arvey

）
と
リ
ン
ダ
・
シ
ッ
コ
リ
テ
ィ
（Linda C. Ciccoritti

）
の
共
同
研
究
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
＝N

a-

tional A
eronautics and Space A

dm
inistration

）
高
官
の
内
部
資
料
を
利
用
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
期
の
後
半
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ

ン
政
権
期
の
前
半
ま
で
、
米
ソ
共
同
月
探
査
が
検
討
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
し
か
し
、
米
ソ
宇
宙
協
力
が
急
速
に
進
展

し
た
一
九
七
〇
年
代
の
刊
行
で
協
力
の
側
面
を
中
心
に
記
述
し
て
い
る
た
め
、
協
力
と
競
争
が
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
っ
た
の
か
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
冷
戦
終
結
後
の
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
ソ
連
側
の
資
料
を
利
用
し
た
も
の
と
し
て
、

ユ
ー
リ
・
カ
ラ
シ
ュ
（Y

uri Y
. K

arash
）
の
研
究
が
あ
る
。
ア
ポ
ロ
計
画
に
関
し
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
政
権
が
有
人
月

探
査
を
含
め
た
米
ソ
宇
宙
協
力
を
模
索
し
て
い
た
こ
と
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
に
対
す
る
ソ
連
側
の
対
応
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
だ

が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
内
で
ア
ポ
ロ
計
画
が
最
終
的
に
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
ソ
連
と
の
協
力
で
は
な
く
競
争
で
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
か
に
つ
い
て
は
十
分
に
分
析
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
ア
ポ
ロ
計
画
と
他
の
宇
宙
政
策
の
関
係
や
そ
れ
ら
の
目
的
は
整
理
さ
れ
て
い

な
い
。

　

本
稿
は
、
こ
う
し
た
先
行
研
究
の
状
況
か
ら
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
一
九
六
〇
年
代
の
間
に
有
人
月
面
着
陸
を
実
現
す
る
た
め
に
、

ア
ポ
ロ
計
画
を
外
交
と
内
政
の
状
況
変
化
、
そ
し
て
他
の
宇
宙
政
策
と
の
関
係
の
中
で
ど
の
よ
う
に
実
施
し
て
い
っ
た
か
を
、
ア
ポ
ロ

計
画
を
含
め
た
米
ソ
宇
宙
協
力
の
模
索
と
可
能
性
に
注
目
す
る
こ
と
で
分
析
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
か
ら
ジ
ョ
ン
ソ
ン

政
権
へ
と
引
き
継
が
れ
た
ア
ポ
ロ
計
画
の
目
的
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
一
九
六
〇
年
代
の
冷
戦
に
お
け
る
ア
ポ
ロ
計
画

を
中
心
と
し
た
ア
メ
リ
カ
宇
宙
政
策
の
意
義
の
再
検
討
を
試
み
る
。

（
7
）

（
8
）
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第
一
章　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
誕
生

第
一
節　

宇
宙
政
策
推
進
者
ジ
ョ
ン
ソ
ン

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
け
る
宇
宙
政
策
推
進
者
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
、
ま
ず
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
共
和
党
政
権
期
に
は
、
民
主
党
上
院
院
内
総
務
か
つ
上
院
軍
事
委
員
会
準
備
小
委
員
会
の
委
員
長

と
し
て
、
一
九
五
七
年
一
〇
月
四
日
の
ソ
連
の
人
類
初
の
人
工
衛
星
「
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
（「
旅
行
仲
間
」
の
意
）
１
号
（Sputnik 

1

）」
の
打
ち
上
げ
成
功
に
よ
る
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
ア
メ
リ
カ
の
ミ
サ
イ
ル
・
人
工
衛
星
計
画
の
調
査
を
行
っ
た
。
そ
の

後
は
、
上
院
宇
宙
航
空
特
別
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
ア
メ
リ
カ
航
空
宇
宙
局
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）
と
国
家
航
空
宇
宙
会
議
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
＝

N
ational A

eronautics and Space Council

）
の
設
立
に
関
わ
っ
た
。
そ
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
民
主
党
政
権
で
は
、
副
大
統
領
か
つ
国
家

航
空
宇
宙
会
議
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
議
長
と
し
て
ア
ポ
ロ
計
画
の
合
意
形
成
か
ら
決
定
ま
で
深
く
関
与
し
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
宇
宙
政
策
形
成
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て
き
た
背
景
に
は
、
彼
の
国
家
安
全
保
障
観
と
大
統

領
へ
の
政
治
的
野
心
と
と
も
に
、「
政
治
家
と
し
て
の
責
任
感
（statesm

anship

）」
に
よ
る
「
良
い
政
治
（good politics

）」
を
行

う
べ
き
で
あ
る
と
い
う
理
念
が
あ
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
よ
う
な
ジ
ョ
ン
ソ
ン
も
「
利
益
誘
導
型
の
政
治
（pork barrel politics

）」

と
無
縁
で
は
な
か
っ
た
。
ア
ポ
ロ
計
画
の
契
約
を
獲
得
し
た
南
西
部
の
企
業
の
選
択
や
テ
キ
サ
ス
州
南
東
部
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
へ
の

「
有
人
宇
宙
船
セ
ン
タ
ー
（
後
の
一
九
七
三
年
二
月
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
宇
宙
セ
ン
タ
ー
と
改
称
）」
の
移
転
に
つ
い
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の

関
与
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
お
い
て
、
ア
ポ
ロ
計
画
決
定
か
ら
三
カ
月
後
の
一
九
六
一
年
八
月
、
新
し
く
大
き
な
有
人
宇
宙
船
セ
ン
タ
ー
を
ど

こ
に
建
設
す
る
か
の
検
討
が
始
ま
っ
た
。
九
月
一
九
日
に
は
、
広
大
な
土
地
、
水
運
の
利
便
性
、
大
学
研
究
機
関
や
企
業
と
の
近
接
性
、

（
9
）

（
10
）
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Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
施
設
の
全
米
へ
の
地
理
的
配
分
な
ど
を
理
由
に
、
二
〇
近
く
の
候
補
地
か
ら
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
が
選
ば
れ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
自

身
は
そ
の
決
定
へ
の
関
与
を
否
定
し
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ェ
ッ
ブ
（Jam

es E. W
ebb

）
も
こ
の
ヒ
ュ
ー
ス

ト
ン
の
選
択
に
対
し
て
政
治
的
圧
力
は
な
く
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
か
ら
の
働
き
か
け
も
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
副
長
官
の

ヒ
ュ
ー
・
ド
ラ
イ
デ
ン
（H

ugh L. D
ryden

）
と
准
長
官
の
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ー
マ
ン
ス
（Robert Seam

ans

）
も
直
接
の
政
治
的
取

引
は
な
か
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
が
、
政
治
的
現
実
も
あ
っ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
一
方
、
有
人
宇
宙
セ
ン
タ
ー
長
に
就
任
し
た
ロ

バ
ー
ト
・
ギ
ル
ル
ー
ス
（Robert Gilruth

）
は
、
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
の
選
択
に
関
し
て
、
連
邦
下
院
議
員
ア
ル
バ
ー
ト
・
ト
ー
マ
ス

（A
lbert T

hom
as

）
の
関
与
を
認
め
て
「
政
治
的
な
も
の
」
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

実
際
、
ア
メ
リ
カ
議
会
の
宇
宙
に
関
す
る
委
員
会
に
は
テ
キ
サ
ス
州
選
出
の
議
員
が
多
か
っ
た
。
そ
の
代
表
が
、
下
院
宇
宙
委
員
会

の
委
員
長
オ
ー
バ
ー
ト
ン
・
ブ
ル
ッ
ク
ス
（O

verton Brooks

）
や
オ
リ
ン
・
テ
ィ
ー
グ
（O

lin T
eague

）、
そ
し
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
予

算
を
管
轄
す
る
下
院
歳
出
委
員
会
独
立
行
政
機
関
小
委
員
会
委
員
長
の
ト
ー
マ
ス
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
々
の
影
響
力
に
よ
っ
て
、

南
西
部
全
般
と
と
く
に
テ
キ
サ
ス
州
は
ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
っ
て
多
大
な
利
益
を
得
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
状
況
か
ら
、
有
人
宇
宙
船
セ
ン
タ
ー
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
移
転
に
関
し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
自
身
は
政
治
的
圧
力
を
直
接
か
け

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
副
大
統
領
か
つ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
議
長
と
し
て
ア
メ
リ
カ
宇
宙
政
策
を
策
定
し
て
い
く
過
程
に
お
い
て
、
テ
キ
サ
ス
州

の
議
員
や
企
業
に
関
わ
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
振
り
返
れ
ば
、
一
九
六
〇
年
大
統

領
選
挙
に
お
い
て
民
主
党
大
統
領
候
補
に
指
名
さ
れ
た
ケ
ネ
デ
ィ
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
副
大
統
領
候
補
を
依
頼
し
た
際
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は

南
部
出
身
の
自
分
が
副
大
統
領
と
い
う
全
国
的
指
導
者
に
な
る
こ
と
が
、
自
分
に
と
っ
て
も
南
部
諸
州
に
と
っ
て
も
将
来
へ
の
可
能
性

に
つ
な
が
る
と
判
断
し
、
決
意
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
上
院
院
内
総
務
そ
し
て
副
大
統
領
と
し
て
宇
宙
政
策
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
こ
う
し
た
国
内
政

（
11
）

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（阪大法学）71（3・4-302）　992 〔2021. 11 〕



ジョンソン政権の宇宙政策﻿

策
と
し
て
の
側
面
に
加
え
て
、
冷
戦
に
お
い
て
は
軍
事
だ
け
で
な
く
非
軍
事
（
民
生
）
の
宇
宙
計
画
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
外
交
政
策

と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
議
会
に
お
い
て
、
ソ
連
と
の
宇
宙
競
争
に
勝
利
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
繰
り
返
し
主
張
し
て
い
た
が
、
宇
宙
政
策
を
ソ
連
と
の
競
争
の
点
か
ら
の
み
考
え
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
宇

宙
の
平
和
利
用
に
お
け
る
国
際
協
力
に
も
注
目
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
を
設
立
す
る
「
国
家
航
空
宇
宙
法
（N
ational A

eronautics and Space A
ct of 1958

）」
が
成
立
し
た

直
後
の
一
九
五
八
年
八
月
二
三
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
議
会
上
院
に
お
い
て
、「
こ
の
議
会
の
最
も
素
晴
ら
し
い
業
績
の
一
つ
は
、
宇
宙

探
査
は
国
連
の
全
加
盟
国
に
よ
る
共
同
事
業
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
明
確
に
表
明
し
た
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
さ

ら
に
、
同
年
一
一
月
一
七
日
の
国
連
総
会
政
治
委
員
会
で
は
、
宇
宙
の
平
和
利
用
を
強
調
し
な
が
ら
、
国
連
が
宇
宙
探
査
に
お
け
る
国

際
協
力
を
促
進
す
る
た
め
に
指
導
的
役
割
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
副
大
統
領
に
就
任
す
る
前
か
ら
、
ソ
連
と
の
宇
宙
競
争
に
お
け
る
勝
利
と
と
も
に
、
宇
宙
の
平

和
利
用
と
国
際
協
力
も
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
そ
し
て
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
で
は
、
あ
く
ま
で
も
大
統
領
の
補
佐
と
し
て
偉

大
な
副
大
統
領
と
な
る
た
め
に
、
ア
ポ
ロ
計
画
の
決
定
と
実
施
に
尽
力
し
た
。
そ
れ
が
一
九
六
三
年
一
一
月
二
二
日
の
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺

に
伴
う
大
統
領
職
へ
の
昇
格
に
よ
り
、
今
度
は
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
宇
宙
政
策
を
推
進
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

ケ
ネ
デ
ィ
の
遺
産

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
新
大
統
領
は
ア
ポ
ロ
計
画
を
含
め
て
前
政
権
の
諸
政
策
を
基
本
的
に
継
続
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
大
統
領
と
し
て
最
初

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
深
く
愛
さ
れ
て
い
た
リ
ー
ダ
ー
の
死
に
対
し
て
悲
哀
と
絶
望
を
感
じ
、
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
に

対
し
て
不
信
感
を
抱
い
て
い
る
多
く
の
国
民
か
ら
信
頼
を
勝
ち
取
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
残
し
た
米

（
15
）

（
16
）

（阪大法学）71（3・4-303）　993 〔2021. 11 〕



ソ
共
同
月
探
査
を
含
め
た
ア
ポ
ロ
計
画
の
継
続
推
進
に
取
り
か
か
っ
た
。

　

国
務
省
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
と
も
に
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
か
ら
、
暗
殺
さ
れ
る
一
〇
日
前
の
一
九
六
三
年
一
一
月
一
二
日
、「
国
家
安
全
保

障
行
動
覚
書
（
Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｍ
＝N

ational Security A
ction M

em
orandum

）
第
二
七
一
号
」
に
基
づ
き
、
米
ソ
共
同
月
探
査
の
具
体

案
を
検
討
す
る
よ
う
に
指
示
を
受
け
て
い
た
。
問
題
は
、
ア
ポ
ロ
計
画
と
対
ソ
宇
宙
協
力
の
両
立
性
で
あ
っ
た
。
同
年
一
一
月
二
〇
日

付
の
国
務
省
内
部
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
優
位
が
、
で
き
る
だ
け
早
く
月
へ
行
く
政
策
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
も
し
必

要
で
あ
れ
ば
ア
メ
リ
カ
単
独
に
よ
っ
て
、
で
き
れ
ば
最
大
限
実
現
可
能
な
国
際
協
力
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
言
い

換
え
れ
ば
、
も
し
必
要
で
あ
れ
ば
ソ
連
と
は
別
に
、
で
き
れ
ば
一
緒
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
名
声
は
ア
メ
リ
カ
が
月
に
最

初
の
人
間
を
送
る
こ
と
に
か
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
大
き
な
名
声
は
、
ア
メ
リ
カ
以
外
の
多
く
の
人
々
の
考
え
に
従
え

ば
、
ア
メ
リ
カ
が
そ
の
偉
業
を
協
力
的
事
業
と
し
た
上
で
、
そ
の
事
業
に
お
い
て
指
導
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。」

　

こ
の
文
書
の
結
論
は
、
ソ
連
と
の
協
力
の
可
能
性
を
最
大
限
追
求
し
つ
つ
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
着
実
に
推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
上

で
、
ア
メ
リ
カ
国
連
大
使
ア
ド
レ
イ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
（A

dlai E. Stevenson

）
が
翌
月
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
ケ
ネ
デ
ィ

の
米
ソ
共
同
月
探
査
を
再
び
提
案
す
る
こ
と
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
の
残
し
た
米
ソ
共
同
月
探
査

を
含
め
た
ア
ポ
ロ
計
画
の
継
続
推
進
が
ま
ず
重
要
と
考
え
、
こ
の
国
務
省
の
提
案
を
受
け
入
れ
た
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
か
ら
一
〇
日
後
の
一
九
六
三
年
一
二
月
二
日
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
は
国
連
総
会
に
お
い
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
に
よ
る
共

同
月
探
査
の
提
案
を
次
の
よ
う
に
呼
び
起
こ
し
た
。

「
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
去
る
九
月
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
我
々
全
世
界
の
代
表
と
し
て
月
へ
人
間
を
送
る
こ
と
、
そ
し
て
宇
宙

（
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へ
の
進
出
の
た
め
に
共
に
協
力
す
る
こ
と
を
ソ
連
に
提
案
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
私
に
そ
の
提
案
を
本
日
再
び
訴
え
る

よ
う
に
指
示
し
た
。
我
々
は
、
大
き
な
進
展
を
早
急
に
望
む
こ
と
が
で
き
な
い
な
ら
ば
、
よ
り
小
さ
な
前
進
が
あ
る
こ
と
を
望
ん

で
い
る
。
米
ソ
両
国
の
計
画
を
統
合
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
お
互
い
に
と
っ
て
有
益
な
協
力
分
野
が
あ
る
と
信

じ
て
い
る
。
実
質
的
協
力
の
た
め
の
機
会
を
追
求
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
協
力
が
最
初
は
小
さ
な
一
歩
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り

大
き
な
一
歩
と
な
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ソ
連
及
び
す
べ
て
の
国
家
と
と
も
に
、
お
互
い
に
と
っ
て
有
益
で
支
え
合
う
よ
う
な
宇
宙
協
力
に
取
り
組

む
と
い
う
我
々
の
政
策
は
、
有
人
月
面
着
陸
計
画
で
始
ま
り
も
終
わ
り
も
し
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
前
に
ま
だ
多
く
の
な
す
べ
き

こ
と
が
存
在
し
、
そ
の
後
に
は
さ
ら
に
多
く
の
こ
と
が
存
在
す
る
だ
ろ
う
。」

　

ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
演
説
の
直
後
、
国
務
省
内
で
は
ソ
連
に
さ
ら
な
る
働
き
か
け
を
す
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
。
国

務
省
内
部
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
ソ
連
は
、
国
連
で
繰
り
返
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
の
提
案
に
対
し
て
何
も
回
答
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い
る
可
能
性
が
十
分
に

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
一
九
六
四
年
の
早
い
段
階
で
ソ
連
に
対
し
、
有
人
月
面
着
陸
の
協
力
の
可
能
性
に
関
し
て
議
論
す
る
意
思

が
あ
る
の
か
ど
う
か
を
尋
ね
る
た
め
に
、
非
公
式
の
二
国
間
の
働
き
か
け
を
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。」

　

こ
の
よ
う
に
国
務
省
は
、
米
ソ
共
同
月
探
査
構
想
に
対
し
て
積
極
的
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
構
想
に
対
す
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統

領
の
姿
勢
は
早
く
も
変
化
し
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
一
九
六
四
年
一
月
八
日
の
最
初
の
一
般
教
書
演
説
の
中
で
、

「
我
々
は
こ
の
一
〇
年
間
、
可
能
な
ら
ば
他
国
と
協
力
し
て
、
必
要
な
ら
ば
単
独
で
、
月
探
査
に
全
精
力
を
集
中
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

宇
宙
の
平
和
的
探
査
に
お
け
る
我
々
の
優
位
を
確
た
る
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
訴
え
た
。
こ
の
表
現
は
、
一
カ
月
前
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
の
提
案
が
協
力
寄
り
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
逆
に
競
争
寄
り
に
変
化
し
た
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
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時
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
か
ら
の
米
ソ
共
同
月
探
査
に
関
す
る
最
終
報
告
書
を
待
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
一
九
六

三
年
一
一
月
一
二
日
に
ケ
ネ
デ
ィ
が
ウ
ェ
ッ
ブ
に
命
じ
た
も
の
で
、
一
二
月
一
三
日
に
は
そ
の
中
間
報
告
が
提
出
さ
れ
て
い
た
。

　

ウ
ェ
ッ
ブ
は
一
九
六
四
年
一
月
三
一
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
「
宇
宙
研
究
計
画
に
お
け
る
米
ソ
協
力
」
と
題
す
る
最
終
報
告
書
を
提
出

し
た
。
そ
の
報
告
書
は
ま
ず
、
ア
メ
リ
カ
が
ソ
連
と
の
宇
宙
協
力
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
、
収
集
し
た
デ
ー
タ
の
交
換
か
ら
将
来
の
共

同
宇
宙
飛
行
ま
で
の
段
階
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
こ
と
、
次
に
、
も
し
新
た
な
提
案
が
直
ち
に
行
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
有
人
月
面
着
陸

を
支
援
す
る
共
同
無
人
宇
宙
飛
行
計
画
で
あ
る
こ
と
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ソ
連
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
の
さ
ら
な
る
提
案
の
時

期
と
形
態
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
ａ
．
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
協
力
提
案
に
関
し
て
、
ソ
連
側
が
前
向
き
な
対
応
を
示
す

こ
と
に
ア
メ
リ
カ
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
と
、
現
行
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
交
渉
経
路
を
通
じ
て
、
引
き
続
き

表
明
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

ｂ
．
ソ
連
が
現
行
の
米
ソ
宇
宙
協
定
の
下
で
そ
の
義
務
を
果
た
す
ま
で
（
お
そ
ら
く
三
カ
月
）、
あ
る
い
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統

領
が
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
国
連
大
使
を
通
じ
て
国
連
で
行
っ
た
提
案
に
前
向
き
な
対
応
が
あ
る
ま
で
、
ア
メ
リ
カ
政
府
上
層
部
か

ら
の
新
た
な
提
案
は
す
べ
き
で
は
な
い
。

　
ｃ
．
も
し
現
行
の
協
定
の
下
で
ソ
連
側
の
実
行
が
不
十
分
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
ソ
連
側
の
よ
り
よ
い
実
行
を
促
す
た
め
に
、
非

公
開
の
上
層
部
の
提
案
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
こ
れ
が
効
果
の
な
い
場
合
は
、
追
加
的
な
公
開
の
提
案
を
検
討
す
べ

き
だ
ろ
う
。

　

ｄ
．
も
し
現
行
の
協
定
の
下
で
ソ
連
側
の
実
行
が
十
分
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
有
人
月
計
画
に
お
け
る
協
力
へ
と
発
展
さ
せ
る
た

め
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
自
身
に
よ
る
提
案
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ソ
連
ア
カ
デ
ミ
ー
の
代
表
の
権
限
は
限
定
的
な
も
の
で
あ

（
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り
、
共
同
計
画
へ
の
発
展
に
は
ソ
連
首
相
ニ
キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
（N

ikita S. K
hrushchev

）
自
身
の
関
心
や
支
持
が
必

要
と
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
も
し
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
に
よ
る
提
案
が
最
初
は
非
公
式
に
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
よ
り
効
果
的
と
考
え
ら

れ
る
。

　
〈
中
略
〉

　
ｇ
．
宇
宙
に
お
け
る
国
際
協
力
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
の
真
摯
な
姿
勢
を
明
確
に
し
、
ソ
連
が
そ
れ
に
倣
う
よ
う
に
圧
力
を
か
け

続
け
る
た
め
に
は
、
ソ
連
以
外
の
国
と
の
共
同
計
画
を
で
き
る
か
ぎ
り
拡
大
し
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。」

　

こ
の
報
告
書
に
表
れ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
米
ソ
宇
宙
協
力
に
積
極
的
で
あ
っ
た
が
、
国
務
省
ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
自
分
た
ち
の
宇
宙
計
画
と
く
に
ア
ポ
ロ
計
画
が
、
ソ
連
の
曖
昧
な
態
度
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
望
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し

か
し
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
目
的
は
、
そ
の
設
立
法
規
た
る
国
家
航
空
宇
宙
法
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宇
宙
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
主
導
権

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
平
和
的
な
国
際
宇
宙
協
力
を
推
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
ケ
ネ
デ
ィ
の
米
ソ
共
同
月
探
査
の
提
案
以
来
、
こ

れ
ら
相
矛
盾
す
る
こ
と
も
あ
る
二
つ
の
目
的
の
た
め
に
努
力
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

ウ
ェ
ッ
ブ
の
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
一
九
六
四
年
三
月
三
日
に
「
国
家
安
全
保
障
行
動
覚
書
第
二
八
五
号
」
よ
っ

て
、
以
下
の
よ
う
に
こ
の
報
告
書
を
承
認
し
た
。

「
本
報
告
書
は
、
宇
宙
分
野
に
お
け
る
ソ
連
と
の
協
力
計
画
に
関
し
て
、
合
理
的
で
説
得
力
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
提
示
し
て
い

る
。
…
…
私
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
及
び
そ
の
他
の
責
任
あ
る
省
庁
が
本
報
告
書
の
検
討
を
続
け
、
現
行
の
協
定
の
下
で
の
ソ
連
ア
カ
デ

ミ
ー
の
協
力
状
況
や
国
連
で
の
我
々
の
提
案
に
対
す
る
ソ
連
の
対
応
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
報
告
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。」

　

さ
ら
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ウ
ェ
ッ
ブ
に
、
五
月
初
め
ま
で
に
米
ソ
宇
宙
協
力
に
関
す
る
次
の
提
案
を
求
め
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
そ
れ
ま

で
に
宇
宙
政
策
を
含
め
た
政
権
の
政
策
全
般
を
決
定
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。 （
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）
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こ
う
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
米
ソ
共
同
月
探
査
に
関
し
て
は
、
自
ら
や
ア
メ
リ
カ
政
府
上
層
部
か
ら
さ
ら
な
る
提
案
を
す
る
こ
と
な

く
、
ソ
連
側
の
対
応
を
見
守
る
と
い
う
待
ち
の
姿
勢
を
と
っ
た
。
一
方
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
期
の
一
九
六
二
年
初
め
か
ら
本
格
的
に
開
始

さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
交
渉
継
続
は
承
認
し
た
。
米
ソ
両
国
は
、
一
九
六
二
年
六
月
八
日
に
衛
星
を
使
っ
た
気

象
・
地
球
磁
気
・
通
信
の
三
分
野
の
協
力
に
関
す
る
「
米
ソ
二
国
間
合
意
」、
一
九
六
三
年
三
月
二
〇
日
及
び
五
月
二
四
日
に
「
第
一

次
了
解
覚
書
」
を
締
結
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
基
本
的
立
場
は
、
ソ
連
が
望
む
と
こ
ろ
ま
で
は
で
き
る
限
り
準
備
を
す
べ
き

で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
か
ら
一
方
的
に
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
よ
う
な
均
衡
の
取
れ
て
い
な
い
協
力
は
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
副
長
官
ド
ラ
イ
デ
ン
は
一
九
六
四
年
三
月
二
六
日
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
ア
ナ
ト
リ
・
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
（A

na-

toli A
. Blagonravov

）
に
、
ア
メ
リ
カ
が
気
象
衛
星
の
デ
ー
タ
交
換
に
関
す
る
最
終
技
術
的
合
意
を
締
結
す
る
こ
と
や
実
験
気
象
衛

星
を
互
い
に
時
期
を
調
整
し
て
打
ち
上
げ
る
こ
と
に
大
変
関
心
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
こ
れ
ま
で
の
協
定
に
よ
っ
て
米
ソ
両

国
は
、
ア
メ
リ
カ
の
受
動
型
通
信
衛
星
「
エ
コ
ー
２
号
（Echo 2

）」
を
利
用
し
た
観
測
及
び
実
験
に
お
い
て
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
側
は
そ
れ
に
多
く
を
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
一
九
六
四
年
一
月
二
五
日
に
エ
コ
ー
２
号
を
実
際
に
打
ち
上
げ

た
際
、
ソ
連
は
ア
メ
リ
カ
に
そ
の
デ
ー
タ
を
転
送
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
が
初
の
米
ソ
宇
宙
協
力
の
実
施
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
国
連
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
の
共
同
月
探
査
提
案
に
対
し
て
、
ソ
連
側
の
反
応
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
現
行
の
協
定
の
下
で

の
協
力
は
ソ
連
の
エ
コ
ー
衛
星
デ
ー
タ
転
送
の
み
で
、
ド
ラ
イ
デ
ン
の
提
案
に
対
し
て
も
ソ
連
側
の
返
事
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

一
九
六
四
年
四
月
三
〇
日
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
対
し
て
、
ド
ラ
イ
デ
ン
と
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
が
五
月
二
二
日

か
ら
六
月
一
二
日
に
か
け
て
ウ
ィ
ー
ン
で
行
わ
れ
る
国
連
宇
宙
委
員
会
に
お
い
て
話
し
合
い
を
行
う
予
定
な
の
で
、
米
ソ
宇
宙
協
力
に

関
す
る
新
た
な
提
案
は
そ
れ
ま
で
待
っ
て
ほ
し
い
と
伝
え
た
。
こ
う
し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
お
け
る
共
同
月
探
査
を
含
め
た
米
ソ

（
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宇
宙
協
力
に
関
す
る
議
論
と
模
索
は
続
い
た
。

第
二
章　

ア
ポ
ロ
計
画
の
推
進

第
一
節　
「
偉
大
な
社
会
」
と
大
統
領
選
挙

　

一
九
六
四
年
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
や
り
残
し
た
政
策
を
順
調
に
進
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺

後
の
ア
メ
リ
カ
社
会
を
安
定
へ
と
導
く
だ
け
で
な
く
、
大
統
領
選
挙
に
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
年
で
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ケ

ネ
デ
ィ
の
「
ニ
ュ
ー
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
（N

ew
 Frontier

）」
政
策
の
よ
う
な
彼
自
身
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
必
要
と
し
て
い
た
。
一
九
六

四
年
五
月
二
二
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
「
偉
大
な
社
会
（Great Society

）」
構
想
を
次
の
よ
う
に
発
表
し
た
。

「
次
の
半
世
紀
に
お
け
る
挑
戦
は
、
我
々
が
自
分
た
ち
の
国
民
生
活
を
豊
か
に
し
、
ア
メ
リ
カ
の
文
明
の
質
を
向
上
さ
せ
る
賢
明

さ
を
持
っ
て
い
る
か
ど
う
か
に
か
か
っ
て
い
る
。
…
…
我
々
は
現
在
、
豊
か
な
社
会
そ
し
て
力
強
い
社
会
へ
向
か
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
偉
大
な
社
会
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
く
機
会
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。」

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
と
っ
て
、
ア
ポ
ロ
計
画
は
そ
の
偉
大
な
社
会
の
一
部
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
ア
ポ
ロ
計
画
が
短
期
及
び
長
期
に

わ
た
っ
て
経
済
成
長
を
牽
引
す
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
ポ
ロ
計
画
は
亡
き
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
を
追
悼
す
る
た
め
の

絶
好
の
遺
産
的
政
策
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
自
身
が
副
大
統
領
と
し
て
そ
の
決
定
に
深
く
関
与
し
た
計
画
で
あ
っ
た
。　

こ
の
偉
大
な
社
会
の
構
想
を
発
表
し
た
頃
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
か
ら
ア
ポ
ロ
計
画
後
の
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
将
来
計
画
と
し
て
二
つ
の

計
画
、
無
人
機
着
陸
に
よ
る
火
星
探
査
と
月
探
査
の
発
展
的
継
続
を
提
案
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
ア

メ
リ
カ
宇
宙
政
策
の
唯
一
の
最
優
先
事
項
と
し
て
自
ら
の
偉
大
な
社
会
の
政
策
構
想
の
中
に
位
置
づ
け
、
そ
の
ソ
連
と
の
協
力
の
可
能

性
は
残
し
つ
つ
も
、
ア
ポ
ロ
計
画
の
遂
行
を
固
く
決
心
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
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同
じ
頃
、
一
九
六
四
年
五
月
末
か
ら
六
月
初
め
に
か
け
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
ウ
ィ
ー
ン
で
宇
宙
科
学
協
力
に

関
す
る
「
第
二
次
了
解
覚
書
と
付
属
書
」
に
つ
い
て
議
論
し
て
い
た
。
こ
れ
は
現
行
の
協
定
の
さ
ら
な
る
履
行
、
と
り
わ
け
後
に

「
コ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
（cold line

）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
ワ
シ
ン
ト
ン
と
モ
ス
ク
ワ
間
の
気
象
デ
ー
タ
網
の
設
立
と
使
用
、
そ

し
て
宇
宙
生
物
学
や
宇
宙
医
学
の
分
野
に
お
け
る
新
し
い
協
力
に
取
り
組
む
も
の
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ル
ド
ラ
イ
ン
と
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政

権
期
の
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
後
に
米
ソ
両
首
脳
が
直
接
対
話
で
き
る
よ
う
に
、
一
九
六
三
年
六
月
二
〇
日
の
米
ソ
覚
書
に
基
づ

い
て
開
設
さ
れ
た
「
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（hot line

）」
を
も
じ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
米
ソ
両
国
は
、
一
九
六
四
年
一
〇
月
末
に

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
再
び
話
し
合
い
を
持
っ
た
も
の
の
、
宇
宙
生
物
学
・
医
学
に
お
け
る
成
果
の
編
集
・
評
価
方
法
で
合
意
に
達
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
。
結
局
、
第
二
次
了
解
覚
書
は
宇
宙
生
物
学
・
医
学
の
分
野
を
除
い
て
発
効
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
そ

れ
ま
で
の
協
定
よ
り
ほ
ん
の
少
し
進
展
し
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
交
渉
の
最
中
の
一
九
六
四
年
八
月
三
日
、
ソ
連
は
つ
い
に
独
自
の
有
人
月
面
着
陸
計
画
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。
そ
し

て
一
〇
月
一
二
日
に
は
、
人
類
初
の
三
人
乗
り
宇
宙
船
「
ヴ
ォ
ス
ホ
ー
ト
（「
日
の
出
」
の
意
）
１
号
（V

oskhod 1

）」
の
打
ち
上
げ

に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
そ
の
二
日
後
、
米
ソ
宇
宙
協
力
に
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
第
一
書
記
と
首
相
の
座
か
ら

解
任
さ
れ
、
新
第
一
書
記
に
は
レ
オ
ニ
ー
ド
・
ブ
レ
ジ
ネ
フ
（Leonid I. Brezhnev

）、
新
首
相
に
は
ア
レ
ク
セ
イ
・
コ
ス
イ
ギ
ン

（A
lexei N

. K
osygin

）
が
就
任
し
た
。
彼
ら
に
率
い
ら
れ
た
ソ
連
の
新
指
導
部
は
、
ソ
連
社
会
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
国
内
外
で

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
及
び
政
治
的
正
当
性
を
必
要
と
し
た
。
彼
ら
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
平
和
共
存
の
追
求
、
経
済
成
長
の
低
下
、
共
産
党

中
国
と
の
紛
争
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
不
安
定
、
こ
れ
ら
の
失
敗
や
問
題
の
責
任
は
す
べ
て
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
に
あ
る
と
し
て
激
し
く
批
判

し
た
。
そ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
協
力
や
友
好
の
考
え
な
ど
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
一
九
六
四
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い
て
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
ど
の
よ
う
に
推
進
す
る
か
が
争
点
の
一
つ
と

（
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な
っ
て
い
た
。
共
和
党
議
員
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
民
主
党
政
権
に
対
し
て
、
ア
ポ
ロ
計
画
の
莫
大
な
予
算
だ
け
で
な
く
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連

科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
交
渉
経
路
を
通
じ
た
米
ソ
宇
宙
協
力
の
模
索
を
批
判
し
て
い
た
。
そ
の
対
策
と
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
は
、
ア
ポ
ロ

計
画
の
推
進
と
対
ソ
宇
宙
協
力
の
提
案
の
矛
盾
を
指
摘
し
た
政
策
文
書
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
米
ソ
共
同
月
探
査

計
画
の
可
能
性
に
は
言
及
す
る
こ
と
な
く
国
際
宇
宙
協
力
の
意
義
を
強
調
す
る
一
方
で
、
自
由
世
界
の
指
導
的
地
位
を
維
持
す
る
た
め

に
は
ア
メ
リ
カ
が
ア
ポ
ロ
計
画
を
遂
行
す
べ
き
で
あ
る
と
繰
り
返
し
訴
え
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
共
和
党
候
補
で
あ
る
上
院
議
員
バ
リ
ー
・
ゴ
ー
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
（Barry M

. Goldw
ater

）
は
、
ア
ポ
ロ
計

画
と
他
の
宇
宙
計
画
、
と
く
に
軍
事
宇
宙
計
画
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
を
主
張
し
、
ま
た
国
際
宇
宙
協
力
に
お
い
て
は
、
共
産
主

義
国
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
同
盟
国
で
あ
る
先
進
民
主
主
義
国
と
の
協
力
を
優
先
す
る
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。
し
か
し
、
ゴ
ー
ル

ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
大
統
領
選
挙
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
に
お
い
て
国
内
世
論
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
く
に
ア
ポ
ロ
計
画
に

関
し
て
、
一
九
六
四
年
の
春
と
秋
に
行
わ
れ
た
世
論
調
査
は
、
ア
メ
リ
カ
国
民
の
四
分
の
三
が
ア
ポ
ロ
計
画
を
現
状
の
ま
ま
、
も
し
く

は
加
速
し
て
遂
行
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
「
偉
大
な
社
会
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
一

九
六
四
年
大
統
領
選
挙
を
大
差
で
勝
利
し
て
、
選
挙
で
選
ば
れ
た
大
統
領
と
な
っ
た
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
は
一
九
六
四
年
一
二
月
一
八
日
、
引
き
続
き
政
権
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
、
こ
れ
ま

で
の
米
ソ
宇
宙
協
力
の
状
況
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
報
告
し
た
。

「
去
る
六
月
以
降
の
我
々
の
経
験
か
ら
推
測
す
る
と
、
ソ
連
は
全
般
的
で
そ
れ
で
い
て
限
定
的
な
形
で
協
力
す
る
こ
と
を
望
ん
で

い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
交
渉
に
お
い
て
は
依
然
柔
軟
性
に
欠
け
た
ま
ま
で
あ
り
、
実
施
に
お
い
て
は
遅
々
と
し
た
ま
ま
で

あ
る
。
…
…
我
々
は
ソ
連
と
の
協
力
の
可
能
性
を
求
め
な
が
ら
、
自
ら
の
計
画
を
検
討
し
続
け
る
つ
も
り
で
あ
る
。
近
い
将
来
に

お
い
て
、
現
行
協
定
の
実
施
の
た
め
に
具
体
的
な
調
整
に
入
る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
ソ
連
側
の
姿
勢
、
そ
し
て
今
日
ま
で
の
あ
ま

（
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り
に
も
遅
く
限
定
的
な
進
展
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
我
々
ア
メ
リ
カ
側
の
不
満
を
ソ
連
最
高
指
導
部
に
機
会
が
許
せ
ば
伝
え
る
こ
と

が
有
益
か
も
し
れ
な
い
。
ソ
連
指
導
部
は
こ
の
よ
う
に
滞
っ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
可
能
性
が
あ
る
。」

　

し
か
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ソ
連
最
高
指
導
部
と
の
接
触
を
許
さ
な
か
っ
た
。
大
統
領
選
挙
を
通
じ
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
米
ソ
宇
宙
協

力
を
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
交
渉
に
よ
っ
て
、
政
府
上
層
部
か
ら
の
提
案
な
し
で
模
索
す
る
一
方
で
、
ソ
連
と
の
競
争

に
よ
っ
て
ア
ポ
ロ
計
画
を
遂
行
す
る
こ
と
を
ほ
ぼ
決
定
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
宇
宙
政
策
の
基
本
方
針
を
ほ
ぼ
固
め
る
こ
と
が
で
き

た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
副
大
統
領
ヒ
ュ
ー
バ
ー
ト
・
ハ
ン
フ
リ
ー
（H

ubert H
. H

um
phrey

）
に
国
家
航
空
宇
宙
会
議
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
）

議
長
と
し
て
、
今
後
の
宇
宙
政
策
を
担
当
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。
一
九
六
五
年
一
月
四
日
の
一
般
教
書
演
説
や
一
月
二
〇
日
の
大
統

領
就
任
演
説
に
お
い
て
、
宇
宙
や
火
星
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
米
ソ
宇
宙
協
力
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
こ
う
し
た
ソ
連
と
の
宇
宙
協
力
の
模
索
の
一
方
で
、
西
側
同
盟
諸
国
と
の
宇
宙
協
力
を
拡
大
す
る
こ
と
も
政

権
発
足
当
初
か
ら
検
討
し
て
い
た
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
米
ソ
宇
宙
協
力
に
関
す
る
報
告
書
を
提
出
す
る
前
日

の
一
九
六
四
年
一
月
三
〇
日
、
国
務
省
が
「
一
九
七
〇
年
代
の
宇
宙
に
お
け
る
国
家
安
全
保
障
に
関
す
る
政
策
的
含
意
」
と
題
す
る
報

告
書
を
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
報
告
書
は
国
家
安
全
保
障
に
関
連
し
て
、
将
来
の
宇
宙
政
策
に
お
け
る
科
学
技
術
的
情
報
や
政
治
的
要
因

を
分
析
し
た
先
駆
的
研
究
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
近
い
将
来
必
要
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
外
国
か
ら
の
支
援
を
獲
得
す
る
と
い
う
観
点

だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
範
な
対
外
政
策
目
的
と
い
う
観
点
か
ら
、
宇
宙
関
連
活
動
に
お
け
る
国
際
協
力
を
追
求
す
べ
き
で
あ
る
と
勧
告

し
て
い
た
。
ま
た
ア
メ
リ
カ
が
、
西
欧
諸
国
や
日
本
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て
い
る
活
発
で
ま
す
ま
す
高
度
化
し
た
宇
宙
計
画
に
留
意
す

る
こ
と
を
促
す
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
誕
生
し
た
頃
、
米
ソ
以
外
の
国
々
が
宇
宙
活
動
に
進
出
し
つ
つ
あ
っ
た
。
西
欧
諸
国
で
は
一
九
六
二
年
三
月
に

欧
州
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
機
構
（
Ｅ
Ｌ
Ｄ
Ｏ
＝European Launcher D

evelopm
ent O

rganisation

）、
同
年
六
月
に
欧
州
宇
宙
研
究
機

（
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構
（
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｏ
＝European Space Research O

rganisation

）
が
設
立
さ
れ
、
日
本
で
は
一
九
六
四
年
四
月
に
東
京
大
学
宇
宙
航

空
研
究
所
、
同
年
七
月
に
科
学
技
術
庁
宇
宙
開
発
推
進
本
部
が
設
立
さ
れ
て
い
た
。
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
戦
況
が
悪
化
し
て
い
く
中
で
、

一
九
六
五
年
九
月
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
に
、
宇
宙
計
画
は
対
外
政
策
目
的
に
も
っ
と
貢
献
す
べ
き
で
は

な
い
か
と
提
案
し
た
。
そ
れ
以
降
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
外
交
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
西
欧
諸
国
や
日
本
と
の
宇
宙
協
力
を
模
索
し
推
進

し
始
め
る
の
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
か
ら
一
九
六
七
年
中
頃
に
か
け
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
ま
ず
西
欧
諸
国
、
と
く
に
フ
ラ
ン
ス
、

次
に
日
本
と
宇
宙
協
力
を
拡
大
す
る
た
め
に
、「
国
家
安
全
保
障
行
動
覚
書
第
二
九
四
号
」、「
同
第
三
三
八
号
」、「
同
第
三
五
四
号
」

に
よ
っ
て
そ
の
条
件
を
整
え
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
国
際
協
力
と
輸
出
規
制
と
い
う
二
つ
の
手
段
に
よ
っ
て
、
フ
ラ
ン
ス
と
日
本
の

ロ
ケ
ッ
ト
及
び
人
工
衛
星
の
開
発
に
影
響
力
を
行
使
す
る
と
と
も
に
、
西
側
同
盟
の
結
束
強
化
を
図
っ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
一
九
六
四
年
八
月
に
は
ア
メ
リ
カ
主
導
の
下
で
「
国
際
電
気
通
信
衛
星
機
構
（
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
Ａ
Ｔ
＝International 

T
elecom

m
unications Satellite Consortium

）」
が
暫
定
的
制
度
と
し
て
設
立
さ
れ
、
続
い
て
一
九
六
六
年
三
月
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

は
「
国
家
安
全
保
障
行
動
覚
書
第
三
四
二
号
」
に
よ
っ
て
、
開
発
途
上
国
に
対
し
て
そ
の
全
世
界
通
信
衛
星
シ
ス
テ
ム
の
地
上
基
地
を

建
設
す
る
た
め
の
援
助
を
行
う
よ
う
に
指
示
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
ア
メ
リ
カ
の
対
外
政
策
目
的
に
貢
献
す
る
よ
う
に
、
ソ
連

だ
け
で
な
く
西
側
諸
国
や
開
発
途
上
国
と
の
宇
宙
協
力
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

第
二
節　

米
ソ
共
同
月
探
査
構
想
の
消
滅

　

フ
ル
シ
チ
ョ
フ
解
任
の
後
、
米
ソ
関
係
は
さ
ら
に
悪
化
し
た
。
一
九
六
五
年
二
月
七
日
、
ソ
連
首
相
コ
ス
イ
ギ
ン
が
ベ
ト
ナ
ム
の
ハ

ノ
イ
を
訪
問
中
に
、
ア
メ
リ
カ
が
北
ベ
ト
ナ
ム
の
爆
撃
を
開
始
し
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
副
長
官
ド
ラ
イ
デ
ン
は
米
ソ

宇
宙
協
力
を
何
と
か
進
展
さ
せ
よ
う
と
努
力
を
続
け
た
。
一
九
六
五
年
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
ド
ラ
イ
デ
ン
は
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ

（
45
）

（
46
）

（
47
）

（
48
）

（
49
）

（阪大法学）71（3・4-313）　1003〔2021. 11 〕



に
い
く
つ
か
の
新
し
い
米
ソ
宇
宙
協
力
と
し
て
、
惑
星
汚
染
の
防
止
や
火
星
へ
の
無
人
探
査
機
の
打
ち
上
げ
調
整
な
ど
を
提
案
し
た
。

し
か
し
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
は
、
ソ
連
側
が
こ
れ
ら
の
計
画
に
興
味
は
な
く
米
ソ
二
国
間
協
力
そ
の
も
の
か
ら
撤
退
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
き
た
。

　

こ
の
頃
、
ソ
連
側
は
ア
メ
リ
カ
と
の
宇
宙
協
力
で
は
な
く
競
争
に
傾
い
て
い
た
。
一
九
六
五
年
三
月
一
八
日
、
宇
宙
飛
行
士
ア
レ
ク

セ
イ
・
レ
オ
ー
ノ
フ
（A

lexei A
. Leonov

）
が
「
ヴ
ォ
ス
ホ
ー
ト
２
号
（V

oskhod 2

）」
宇
宙
船
か
ら
宇
宙
空
間
に
出
て
、
人
類
初

の
宇
宙
遊
泳
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
ソ
連
の
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ブ
レ
ジ
ネ
フ
は
レ
オ
ー
ノ
フ
の
宇
宙
遊
泳
を
テ
レ
ビ
中
継
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
類
初
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
や
宇
宙
飛
行
士
ユ
ー
リ
・
ガ
ガ
ー
リ
ン
（Y

uri A
. Gagarin

）
に
よ
る
有
人
宇
宙
飛

行
の
成
功
の
際
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
よ
う
に
、
宇
宙
で
の
業
績
を
ソ
連
の
軍
事
力
や
国
力
全
体
の
優
位
性
を
示
す
も
の
と
し
て
宣
伝
し

た
。
一
方
の
ア
メ
リ
カ
は
、
二
カ
月
半
後
の
六
月
三
日
、
宇
宙
飛
行
士
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ホ
ワ
イ
ト
（Edw

ard H
. W

hite

）
が
「
ジ
ェ

ミ
ニ
４
号
（Gem

ini 4

）」
宇
宙
船
か
ら
宇
宙
空
間
に
出
て
、
ア
メ
リ
カ
初
の
宇
宙
遊
泳
に
成
功
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
も
ド
ラ
イ
デ
ン
は
一
九
六
五
年
五
月
、
国
際
宇
宙
空
間
研
究
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
＝International 

Com
m

ittee on Space Research

）
の
会
議
に
お
い
て
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
と
の
意
見
交
換
を
続
け
た
。
ド
ラ
イ
デ
ン
が
、
米
ソ
両
国

の
政
治
的
・
軍
事
的
状
況
が
宇
宙
協
力
関
係
に
影
響
を
与
え
て
い
る
か
ど
う
か
を
率
直
に
質
問
す
る
と
、
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
は
、
政
治

的
状
況
は
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
協
力
関
係
に
全
く
影
響
を
与
え
て
い
な
い
と
答
え
た
が
、
す
べ
て
の
宇
宙
活
動
か
ら

軍
事
的
要
素
を
排
除
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
難
し
い
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
会
議
終
了
の
際
に
は
、
ソ
連
側
は
宇
宙
協
力
を
拡
大
す
る

た
め
に
は
、
ま
ず
実
際
の
軍
備
縮
小
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
っ
て
締
め
く
く
っ
た
。
ソ
連
側
が
軍
縮
問
題
を
持
ち
出
す
の
は
、

宇
宙
協
力
に
限
ら
ず
、
そ
れ
ま
で
の
米
ソ
間
交
渉
を
打
ち
切
る
際
の
常
と
う
手
段
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
米
ソ
宇
宙
科
学
協
力
の
交
渉
が
ほ
と
ん
ど
進
展
し
て
い
な
か
っ
た
頃
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
内
で
は
、
宇
宙
活
動
に
お
け

（
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る
ア
メ
リ
カ
の
国
際
的
地
位
向
上
の
た
め
に
、
国
際
宇
宙
協
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い
た
。
一
九
六
五
年
四
月
一
三
日
、

ハ
ン
フ
リ
ー
副
大
統
領
は
議
長
と
し
て
初
め
て
国
家
航
空
宇
宙
会
議
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
を
開
催
し
た
。
そ
の
際
、
ハ
ン
フ
リ
ー
は
、「
航

空
宇
宙
に
お
け
る
我
々
の
活
動
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
偉
大
な
社
会
の
重
要
な
一
部
で
あ
り
、
宇
宙
の
平
和
利
用
に
お
け
る
国
際
協

力
も
ま
た
我
々
の
政
策
の
基
本
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
会
議
後
か
ら
二
週
間
後
の
四
月
二
六
日
、
国
務
省
は
ア
メ
リ
カ
の
国
家
安

全
保
障
と
対
外
政
策
の
観
点
か
ら
次
の
よ
う
な
報
告
書
を
作
成
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
広
報
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｉ
Ａ
＝U

nited States Inform
ation A

gency

）
に
よ
っ
て
一
九
六
四
年
初
め
に
一
九
の
国
々
と

大
都
市
で
実
施
さ
れ
た
国
際
世
論
調
査
に
よ
れ
ば
、
宇
宙
活
動
、
そ
し
て
関
連
す
る
原
子
力
や
科
学
の
発
展
全
般
に
お
い
て
、
ソ

連
が
ア
メ
リ
カ
を
先
行
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
…
…
ソ
連
と
の
関
係
で
我
々
の
宇
宙
計
画
の
イ
メ
ー
ジ
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
我
々
が
取
り
組
ん
で
い
る
宇
宙
飛
行
計
画
を
ま
ず
成
功
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
…
…
加
え
て
、
広
報

活
動
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
国
際
協
力
計
画
の
拡
大
が
必
要
で
あ
る
。
…
…
さ
ら
に
、
宇
宙
技
術
の
実
利
用
の
機
会
を
活
か
す
こ
と
も
重

要
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
他
の
国
々
が
効
果
的
に
参
加
で
き
る
も
の
で
、
通
信
・
気
象
・
放
送
衛
星
の
よ
う
な
直
接
的
利
益

を
得
ら
れ
る
よ
う
な
宇
宙
技
術
が
望
ま
し
い
。」

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
こ
の
報
告
書
を
受
け
て
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
副
長
官
ド
ラ
イ
デ
ン
に
、
一
九
六
五
年
六
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
国
連
二
〇
周
年

演
説
の
中
で
言
及
す
る
米
ソ
宇
宙
協
力
案
の
検
討
を
命
じ
た
。
こ
の
機
会
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
、
米
ソ
宇
宙
科
学
協
力
の
模
索
と
と
も
に
準

備
を
進
め
て
き
た
米
ソ
共
同
月
探
査
に
関
し
て
、
大
統
領
の
決
断
を
得
よ
う
と
し
た
。
一
九
六
四
年
末
に
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ

ブ
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
米
ソ
宇
宙
協
力
全
般
に
関
し
て
ソ
連
側
へ
の
さ
ら
な
る
働
き
か
け
を
提
案
し
た
が
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
米
ソ
共
同

月
探
査
は
棚
上
げ
状
態
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ド
ラ
イ
デ
ン
は
次
の
よ
う
な
提
案
を
行
っ
た
。

「
第
一
に
、
国
連
が
各
国
の
月
探
査
を
管
理
・
調
整
す
る
原
則
を
制
定
す
る
国
連
月
探
査
委
員
会
を
設
立
す
る
。
…
…
第
二
に
、
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米
ソ
両
国
が
以
下
の
目
的
の
た
め
に
米
ソ
共
同
月
探
査
委
員
会
を
設
立
す
る
。
１
．
無
人
科
学
的
月
探
査
及
び
初
の
有
人
月
面
着

陸
に
つ
い
て
の
現
在
の
進
捗
状
況
を
国
連
に
報
告
す
る
。
…
…
２
．
次
の
一
〇
年
間
の
月
面
探
査
に
向
け
て
、
共
同
探
検
や
基
地
、

人
員
交
流
、
他
の
国
々
や
国
連
の
代
表
参
加
な
ど
の
共
同
計
画
を
立
案
す
る
。
３
．
正
式
承
認
の
条
約
に
発
展
す
る
よ
う
な
二
国

間
実
施
協
定
の
草
案
を
米
ソ
両
国
に
よ
っ
て
準
備
す
る
。」

　

こ
れ
ら
の
提
案
は
あ
ま
り
に
も
野
心
的
で
理
想
的
す
ぎ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ア
ポ
ロ
計
画
に
対
す
る
国
民
の
支
持

を
理
由
に
こ
れ
ら
を
却
下
し
た
。
一
九
六
五
年
六
月
二
五
日
に
行
わ
れ
た
国
連
二
〇
周
年
祝
賀
会
に
お
い
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
が

宇
宙
活
動
や
宇
宙
協
力
に
言
及
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
米
ソ
共
同
月
探
査
構
想
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
内
か
ら
消
滅
し
、
ア

ポ
ロ
計
画
は
ソ
連
と
の
競
争
の
た
め
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章　

競
争
と
協
力
の
両
立

第
一
節　

国
際
宇
宙
協
力
の
模
索

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
る
米
ソ
共
同
有
人
月
探
査
の
可
能
性
に
終
止
符
を
打
っ
た
が
、
ソ
連
と
の
宇
宙
協
力
の
追
求
を

諦
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
六
五
年
八
月
二
一
日
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
二
人
乗
り
宇
宙
船
「
ジ
ェ
ミ
ニ
５
号
」
に
よ
る
有
人
宇

宙
飛
行
実
験
中
の
八
月
二
五
日
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
国
連
に
お
け
る
宇
宙
法
の
制
定
作
業
の
推
進
と
次
の
「
ジ
ェ
ミ
ニ
６
号
」
打
ち
上

げ
へ
の
ソ
連
代
表
団
の
招
待
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
表
明
し
た
。

「
我
々
は
こ
の
宇
宙
が
あ
ら
ゆ
る
国
家
の
人
々
の
も
の
で
あ
る
と
信
じ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
こ
に
い
る
国
連
大
使
ア
ー
サ
ー
・

ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
（A

rthur J. Goldberg

）
を
中
心
と
し
て
、
宇
宙
空
間
に
法
の
支
配
を
拡
大
す
る
た
め
の
努
力
を
国
連
で
行

っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
今
後
も
そ
の
努
力
を
続
け
て
い
く
だ
ろ
う
。
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我
々
は
、
大
量
破
壊
兵
器
を
地
球
軌
道
上
に
設
置
し
な
い
と
い
う
合
意
を
尊
重
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
我
々
の
前
に

広
が
る
宇
宙
の
探
査
に
お
い
て
、
ソ
連
を
含
め
た
あ
ら
ゆ
る
国
家
に
対
し
て
協
力
の
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
を
止
め
な
い
だ
ろ
う
。

私
は
国
務
長
官
や
国
連
大
使
や
他
の
関
係
者
と
協
議
を
行
い
、
ま
さ
に
本
日
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ウ
ェ
ッ
ブ
に
、
ソ

連
政
府
代
表
団
を
翌
月
の
ジ
ェ
ミ
ニ
６
号
打
ち
上
げ
に
招
待
す
る
こ
と
を
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
に
伝
え
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

私
は
ソ
連
側
が
こ
れ
に
応
え
て
く
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
、
我
が
国
は
温
か
く
歓
迎
す
る
だ
ろ
う
。」

　

こ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
招
待
に
関
し
て
、
国
務
長
官
デ
ィ
ー
ン
・
ラ
ス
ク
（D

ean Rusk

）
は
政
府
内
の
関
係
者
に
対
し
て
、
以
下
の

よ
う
に
補
足
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

「
ケ
ネ
デ
ィ
及
び
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
政
権
に
よ
る
ソ
連
と
の
関
係
改
善
の
た
め
の
継
続
的
努
力
の
一
環
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
宇
宙
計

画
の
公
開
性
を
飛
躍
的
に
高
め
、
さ
ら
な
る
米
ソ
宇
宙
協
力
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
次
は
ア

メ
リ
カ
代
表
団
の
ソ
連
訪
問
と
い
う
よ
う
な
招
待
の
相
互
主
義
を
条
件
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。」

　

し
か
し
こ
の
招
待
に
対
し
て
、
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
ム
ス
チ
ス
ラ
フ
・
ケ
ル
デ
ィ
シ
ュ
（M

stislav V
. K

eldysh

）
は
、

「
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
船
『
ジ
ェ
ミ
ニ
６
号
』
打
ち
上
げ
へ
の
大
統
領
か
ら
の
招
待
に
は
大
変
感
謝
し
て
い

る
。
そ
し
て
ソ
連
の
科
学
者
た
ち
は
、
平
和
目
的
の
宇
宙
研
究
協
力
に
つ
い
て
前
向
き
な
評
価
を
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
時

点
で
は
そ
の
招
待
に
応
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
丁
重
な
が
ら
も
理
由
な
し
で
拒
否
す
る
電
報
を
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
に
送

っ
て
き
た
。
ソ
連
側
と
し
て
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
米
ソ
関
係
の
悪
化
を
理
由
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ア
メ
リ

カ
側
の
公
開
主
義
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
ミ
サ
イ
ル
と
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
を
一
体
と
し
て
秘
密
主
義
の
下
で
行
っ
て
き
た
ソ
連
と
し
て

は
、
た
と
え
ア
メ
リ
カ
側
が
そ
れ
を
求
め
な
か
っ
た
と
し
て
も
招
待
を
受
け
た
返
礼
を
し
な
い
こ
と
で
、
そ
の
違
い
を
国
際
社
会
に
改

め
て
示
す
こ
と
に
な
る
よ
う
な
提
案
を
受
け
入
れ
た
く
な
か
っ
た
。
と
は
言
え
、
ア
メ
リ
カ
の
科
学
者
た
ち
に
ソ
連
側
の
最
高
機
密
で
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あ
る
ロ
ケ
ッ
ト
打
ち
上
げ
を
見
せ
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
と
し
て
は
、
こ
の
よ
う
な
ソ
連
側
の
反
応
は
予
想
の
範
囲
内
で
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
が
国
際
宇
宙
協
力
を
追
求
し

て
い
る
こ
と
を
示
し
つ
つ
、
こ
の
ジ
ェ
ミ
ニ
計
画
に
よ
っ
て
、
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
以
来
よ
う
や
く
ソ
連
に
追
い
つ
き
追
い
越
そ
う
と
し
て

い
る
ア
メ
リ
カ
の
宇
宙
科
学
技
術
を
、
ソ
連
及
び
国
際
社
会
に
印
象
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
副
長

官
ド
ラ
イ
デ
ン
は
、
再
び
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
交
渉
経
路
を
通
じ
て
、
一
九
六
五
年
一
〇
月
の
国
連
宇
宙
委
員
会
に

お
い
て
宇
宙
医
学
の
た
め
の
新
し
い
協
定
を
締
結
し
よ
う
と
努
力
を
続
け
た
。
し
か
し
、
ド
ラ
イ
デ
ン
は
一
二
月
二
日
に
急
死
し
て
し

ま
う
。
後
を
引
き
継
い
だ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
は
、
一
九
六
六
年
一
月
六
日
、
ソ
連
の
金
星
探
査
機
「
ベ
ネ
ラ
３
号
（V

enera 

3

）」
の
実
験
デ
ー
タ
を
共
有
す
る
こ
と
を
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
に
求
め
た
。
ベ
ネ
ラ
３
号
は
前
年
一
一
月
一
六
日
に
人
類
初
の
金
星
衝
突

に
成
功
し
て
い
た
。
ウ
ェ
ッ
ブ
の
提
案
に
対
し
て
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
は
、
そ
の
情
報
を
提
供
す
る
権
限
を
持
っ
て
い
な
い
と
返
答
し
た
。

ま
た
三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
、
ウ
ェ
ッ
ブ
は
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
に
、
ソ
連
側
か
ら
米
ソ
二
国
間
宇
宙
協
力
を
拡
大
す
る
た
め
に
具
体

的
な
協
力
分
野
を
提
案
す
る
こ
と
を
持
ち
か
け
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
は
、
ソ
連
は
さ
ら
な
る
協
力
の
準
備
は
ま
だ

で
き
て
い
な
い
と
返
答
し
て
い
る
。
こ
の
頃
、
ソ
連
側
は
混
乱
し
て
い
た
。
そ
れ
ま
で
ソ
連
の
ミ
サ
イ
ル
・
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
を
主
導
し

て
き
た
主
任
設
計
者
セ
ル
ゲ
イ
・
コ
ロ
リ
ョ
フ
（Sergey P. K

orolev

）
が
病
気
で
倒
れ
、
一
九
六
六
年
一
月
一
四
日
に
死
亡
し
た

か
ら
で
あ
る
。

　

そ
の
後
一
年
余
り
の
間
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
間
の
交
渉
経
路
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
ソ
連
側
に
さ
ら
な

る
提
案
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
ソ
連
側
は
突
如
と
し
て
そ
れ
ま
で
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
コ
ー
ル
ド

ラ
イ
ン
」
に
よ
っ
て
、
一
九
六
六
年
九
月
一
一
日
か
ら
一
九
六
七
年
春
に
か
け
て
気
象
デ
ー
タ
を
送
信
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
九
六
四
年
二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
の
エ
コ
ー
２
号
の
実
験
協
力
に
続
く
、
二
度
目
の
米
ソ
宇
宙
協
力
の
実
施
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
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対
し
て
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
、
一
九
六
六
年
九
月
二
七
日
の
西
ド
イ
ツ
や
他
の
西
欧
諸
国
と
の
宇
宙
協
力
に
つ
い
て
の
共
同
声
明
の

後
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
我
々
は
ソ
連
と
の
宇
宙
協
力
を
追
求
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
我
々
は
い
く
つ
か
の
分
野
の
実
験
デ
ー
タ
を
交
換
す
る
協
定
を
結
ん

で
き
た
。
実
際
に
地
磁
気
変
化
に
関
す
る
情
報
を
共
有
し
て
き
た
。
ま
た
ま
も
な
く
、
宇
宙
生
物
学
・
医
学
に
お
け
る
米
ソ
共
同

の
資
料
集
を
発
行
す
る
予
定
で
あ
る
。」

　

こ
う
し
た
米
ソ
宇
宙
協
力
の
模
索
継
続
と
並
行
し
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
努
力
し
て
い
た
の
が
、
国
連
に
お
け
る
「
宇
宙
条
約
」

の
制
定
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
国
連
に
お
け
る
宇
宙
法
の
制
定
作
業
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
政
権
期
の
一
九
五
七
年
一
〇
月

の
ソ
連
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
１
号
打
ち
上
げ
を
契
機
と
し
て
、
宇
宙
空
間
平
和
利
用
委
員
会
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｕ
Ｏ
Ｓ
＝Com

m
ittee on the 

Peaceful U
ses of O

uter Space
）
が
設
置
さ
れ
て
始
ま
っ
た
。
そ
の
作
業
は
米
ソ
関
係
の
変
化
に
左
右
さ
れ
な
が
ら
も
、
ケ
ネ
デ

ィ
政
権
期
に
一
九
六
三
年
八
月
五
日
の
「
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
」
署
名
に
続
い
て
、
一
〇
月
一
七
日
に
総
会
決
議
一
八
八
四
（
Ｘ

Ｖ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
）「
大
量
破
壊
兵
器
の
地
球
軌
道
配
置
の
禁
止
」
が
成
立
し
、
一
二
月
一
三
日
に
は
総
会
決
議
一
九
六
二
「
宇
宙
空
間
の
探

査
と
利
用
に
関
す
る
国
家
活
動
を
支
配
す
る
法
原
則
宣
言
」
と
、
そ
の
法
原
則
宣
言
を
条
約
化
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
た
総
会
決
議
一
九

六
三
が
成
立
し
た
。
そ
の
法
原
則
宣
言
の
審
議
に
お
い
て
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
国
連
大
使
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ソ
ン
が
、
国
連
は
法
原
則
宣

言
を
最
初
の
一
歩
と
し
て
さ
ら
に
宇
宙
法
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
述
べ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
誕
生
し
た
一
九
六

三
年
末
に
は
、
宇
宙
条
約
の
策
定
を
開
始
す
る
国
際
環
境
が
整
っ
て
い
た
。

　

一
九
六
四
年
か
ら
六
五
年
中
頃
に
か
け
て
、
国
務
省
は
宇
宙
条
約
策
定
に
関
し
て
他
の
省
庁
と
協
議
を
行
っ
た
。
最
終
的
に
、
一
九

五
九
年
一
二
月
採
択
（
一
九
六
一
年
六
月
発
効
）
の
南
極
条
約
の
解
釈
に
基
づ
い
て
、
軍
事
的
監
視
や
他
の
受
動
的
軍
事
行
動
が
禁
止

さ
れ
て
い
る
と
は
解
釈
さ
れ
に
く
い
と
い
う
理
由
か
ら
、
月
面
上
で
の
軍
事
的
要
塞
や
作
戦
行
動
、
そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
兵
器
を

（
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禁
止
す
る
と
い
う
案
を
作
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
検
討
が
進
ん
で
い
く
中
で
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
一
九
六
五
年
七
月
に
新
し
く
国
連
大
使

に
就
任
し
た
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
に
、
国
連
に
お
け
る
宇
宙
条
約
の
制
定
促
進
を
命
じ
た
の
で
あ
る
。

　

ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
は
、
九
月
二
三
日
の
第
二
〇
回
国
連
総
会
の
一
般
討
論
に
お
い
て
、
国
連
が
天
体
探
査
に
関
す
る
包
括
的
条
約
作

成
に
着
手
す
る
こ
と
を
求
め
、
さ
ら
に
一
二
月
一
八
日
に
総
会
第
一
委
員
会
に
お
い
て
宇
宙
空
間
平
和
利
用
問
題
が
審
議
さ
れ
た
際
に
、

ア
メ
リ
カ
が
月
そ
の
他
の
天
体
上
で
の
活
動
を
規
制
す
る
条
約
に
つ
い
て
提
案
を
行
う
用
意
が
あ
る
こ
と
を
表
明
し
た
。
一
方
、
ソ
連

側
は
、
法
原
則
宣
言
は
あ
る
も
の
の
、
宇
宙
空
間
に
お
け
る
国
家
活
動
を
律
す
る
原
則
が
国
際
法
と
し
て
の
法
的
効
力
を
も
っ
た
条
約

で
あ
る
べ
き
で
あ
る
と
述
べ
た
。
こ
の
よ
う
な
米
ソ
の
意
見
表
明
を
受
け
て
採
択
さ
れ
た
総
会
決
議
二
一
三
〇
（
Ｘ
Ｘ
）「
宇
宙
空
間

の
平
和
利
用
に
お
け
る
国
際
協
力
」
は
、
総
会
決
議
一
九
六
三
と
同
様
に
、
宇
宙
空
間
の
探
査
お
よ
び
利
用
に
お
け
る
国
家
の
活
動
を

律
す
る
法
原
則
を
、
将
来
の
適
当
な
時
期
に
お
い
て
国
際
協
定
の
形
式
に
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
を
勧
告
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
一
九
六
六
年
は
、
米
ソ
両
国
の
ど
ち
ら
が
先
に
宇
宙
条
約
案
を
提
出
す
る
か
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
。
三
月
一
一
日
、
ア

メ
リ
カ
で
は
国
務
省
の
宇
宙
条
約
案
が
国
防
総
省
に
承
認
さ
れ
た
。
四
月
初
め
に
は
、
大
統
領
補
佐
官
で
あ
っ
た
ウ
ォ
ル
ト
・
ロ
ス
ト

ウ
（W

alt W
. Rostow

）
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
、
平
和
の
た
め
の
宇
宙
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
で
の
戦
争
に
も
か
か
わ
ら
ず

ソ
連
と
の
緊
張
緩
和
を
誇
示
す
る
た
め
に
、
宇
宙
条
約
案
を
発
表
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
一
九
六
六
年
五
月
七
日
、
月
そ
の
他
の
天
体
の
探
査
に
関
す
る
条
約
案
を
発
表
し
て
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
に
国
連
に

お
い
て
こ
の
条
約
案
の
早
急
な
審
議
に
取
り
か
か
る
よ
う
に
、
以
下
の
よ
う
に
指
示
し
た
。

「
ア
メ
リ
カ
は
、
地
球
上
で
平
和
の
達
成
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
よ
う
に
、
月
や
そ
の
他
の
天
体
に
関
す
る
探
査
が
平
和
目
的

に
限
ら
れ
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
、
で
き
る
限
り
の
努
力
を
し
た
い
。
我
々
は
、
我
が
国
と
他
の
国
々
の
宇
宙
飛
行
士
が
月

の
科
学
的
調
査
を
自
由
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
探
査
活
動
の
結
果
が
全
人
類
に
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。

（
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ジョンソン政権の宇宙政策﻿

　

我
々
は
こ
の
目
標
を
達
す
る
た
め
に
行
動
を
始
め
た
い
と
思
う
。
私
の
見
解
で
は
、
我
々
は
宇
宙
探
査
の
た
め
の
規
則
及
び
手

続
き
を
定
め
た
条
約
を
必
要
と
し
て
い
る
。〈
中
略
〉

　

私
は
、
我
々
が
現
在
の
世
代
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
の
世
代
の
た
め
に
も
、
宇
宙
探
査
活
動
の
結
果
と
し
て
、
深
刻
な
政
治
的

紛
争
が
起
き
な
い
よ
う
に
で
き
る
か
ぎ
り
の
努
力
を
す
べ
き
で
あ
る
と
信
じ
る
。
私
は
行
動
の
た
め
の
時
は
熟
し
て
い
る
と
信
じ

る
。
時
間
を
無
駄
に
す
べ
き
で
は
な
い
。
私
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
大
使
に
対
し
、
国
連
の
適
当
な
機
関
に
お
い

て
、
こ
う
し
た
条
約
に
つ
い
て
早
急
な
討
議
を
求
め
る
よ
う
に
要
請
し
た
。」

　

こ
の
ジ
ョ
ン
ソ
ン
声
明
が
契
機
と
な
り
、
一
九
六
六
年
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
米
ソ
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
条
約
案
を
提
出
し
た
。
そ

の
後
、
米
ソ
両
国
の
間
で
最
終
合
意
案
が
成
立
し
、
共
同
提
案
国
を
求
め
る
た
め
に
一
二
月
八
日
に
各
国
代
表
に
公
開
さ
れ
た
。
同
日
、

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
宇
宙
条
約
案
が
合
意
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
す
る
と
と
も
に
、「
こ
の
条
約
へ
の
進
展
は
、
国
連
大
使
ゴ
ー
ル
ド

バ
ー
グ
に
国
連
で
の
条
約
審
議
を
命
じ
た
一
九
六
六
年
五
月
七
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
…
…
『
大
量
破
壊
兵
器
の
軌
道
設
置
禁
止
』
と
い

う
国
連
総
会
決
議
の
条
約
化
は
、
軍
備
管
理
の
発
展
に
と
っ
て
、
一
九
六
三
年
の
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
以
来
の
最
も
重
要
な
も
の

で
あ
る
。
…
…
こ
の
条
約
は
宇
宙
探
査
の
新
時
代
に
と
っ
て
歴
史
的
重
要
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ゴ
ー

ル
ド
バ
ー
グ
に
電
話
で
、「
こ
れ
ま
で
で
最
も
素
晴
ら
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
し
て
感
謝
を
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
一
二

月
一
九
日
、
米
ソ
英
日
を
始
め
と
す
る
四
三
カ
国
の
共
同
提
案
と
し
て
国
連
総
会
に
提
出
さ
れ
て
、
国
連
総
会
決
議
二
二
二
二
（
Ｘ
Ｘ

Ｉ
）
と
し
て
「
月
そ
の
他
の
天
体
を
含
む
宇
宙
空
間
の
探
査
お
よ
び
利
用
に
お
け
る
国
家
活
動
を
律
す
る
原
則
に
関
す
る
条
約
（
宇
宙

条
約
）」
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

　

米
ソ
両
国
は
な
ぜ
宇
宙
条
約
に
つ
い
て
合
意
に
達
し
た
の
か
。
こ
れ
に
は
三
つ
の
戦
略
上
の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず

核
戦
略
上
、
宇
宙
へ
の
核
軍
備
（
と
く
に
地
球
や
月
の
軌
道
や
月
面
な
ど
へ
の
核
兵
器
の
配
置
）
は
米
ソ
の
核
の
抑
止
と
均
衡
を
崩
壊

（
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さ
せ
る
可
能
性
が
あ
り
、
宇
宙
空
間
を
通
過
す
る
大
陸
間
弾
道
ミ
サ
イ
ル
（
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
＝Inter-Continental Ballistic M

issile

）
を

除
外
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
可
能
な
範
囲
で
宇
宙
へ
の
軍
拡
を
未
然
に
防
止
し
た
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
外
交
戦
略
上
、
ア
メ
リ

カ
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
泥
沼
化
、
ソ
連
は
中
国
と
の
関
係
悪
化
を
理
由
と
し
て
、
宇
宙
条
約
の
成
立
に
よ
っ
て
米
ソ
協
調
を
世
界
に
印

象
づ
け
よ
う
と
し
た
。
さ
ら
に
宇
宙
戦
略
上
、
米
ソ
両
国
に
よ
る
月
面
着
陸
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
ど
ち
ら
が
先
に
月
に
着
陸
し
た

と
し
て
も
法
的
措
置
を
予
め
講
じ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
共
通
認
識
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
成
立
し
た
宇
宙
条
約
が
、
米
ソ
関
係

に
お
い
て
ア
ポ
ロ
計
画
が
競
争
を
担
っ
た
一
方
で
協
力
を
担
っ
た
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
宇
宙
政
策
の
ソ
連
と
の
競
争
と
協
力
の
バ
ラ
ン

ス
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

第
二
節　

有
人
月
周
回
飛
行
の
成
功

　

一
九
六
七
年
は
米
ソ
両
国
の
宇
宙
活
動
で
悲
劇
が
続
い
た
。
一
月
二
七
日
、
米
ソ
英
三
カ
国
が
宇
宙
条
約
に
調
印
し
た
そ
の
日
、
ア

メ
リ
カ
の
「
ア
ポ
ロ
１
号
（A
pollo 1

）」
宇
宙
船
が
地
上
実
験
中
に
火
災
を
起
こ
し
、
三
名
の
宇
宙
飛
行
士
が
焼
死
す
る
と
い
う
痛

ま
し
い
事
故
が
起
き
た
。
ま
た
四
月
二
三
日
に
は
、
ソ
連
の
「
ソ
ユ
ー
ズ
１
号
（Soyuz 1

）」
宇
宙
船
が
帰
還
の
際
に
地
上
に
激
突
し

て
一
名
の
宇
宙
飛
行
士
が
死
亡
し
た
。
ウ
ェ
ッ
ブ
は
そ
の
四
日
後
の
記
者
会
見
に
お
い
て
、
ソ
連
の
事
故
に
哀
悼
の
意
を
表
す
る
と
と

も
に
、
米
ソ
両
国
が
宇
宙
活
動
に
お
い
て
よ
り
効
果
的
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
と
訴
え
た
。
続
い
て
、
ウ
ェ
ッ
ブ
は
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ

に
、
七
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ
の
会
議
に
向
け
て
、
米
ソ
両
国
が
現
行
の
二
国
間
協
定
の
下
で
六
カ
月
ご
と
に
進
捗
状

況
を
確
認
し
合
う
こ
と
を
提
案
し
た
。
し
か
し
ブ
ラ
ゴ
ン
ラ
ボ
フ
は
、
現
時
点
で
そ
の
た
め
に
必
要
な
ソ
連
の
専
門
家
の
出
席
を
調
整

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
そ
の
提
案
を
拒
絶
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
米
ソ
宇
宙
協
力
の
模
索
が
続
け
ら
れ
た
一
方
で
、
一
九
六
七
年
六
月
二
三
日
か
ら
二
五
日
に
か
け
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
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統
領
と
コ
ス
イ
ギ
ン
首
相
は
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
グ
ラ
ス
ボ
ロ
に
お
い
て
首
脳
会
談
を
行
っ
た
。
そ
の
会
談
で
は
、
中

東
、
ベ
ト
ナ
ム
、
戦
略
兵
器
制
限
交
渉
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
＝Strategic A

rm
s Lim

itation T
alks

）、
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
（
Ａ
Ｂ
Ｍ

＝A
nti-Ballistic M

issile

）、
核
不
拡
散
な
ど
の
問
題
が
話
し
合
わ
れ
、
こ
の
時
の
議
論
が
一
年
後
の
一
九
六
八
年
七
月
一
日
の
核
不

拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
＝N

on-Proliferation T
reaty

）
の
成
立
に
つ
な
が
っ
た
。
宇
宙
協
力
に
つ
い
て
は
、
宇
宙
条
約
を
除
い
て
何

も
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
会
談
は
米
ソ
間
の
緊
張
緩
和
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
交
渉
経
路
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
進
展
が
な
い
中
で
、
国
家
航
空
宇
宙
会
議
（
Ｎ
Ａ
Ｓ

Ｃ
）
の
事
務
局
長
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ェ
ル
シ
ュ
（Edw

ard C. W
elsh

）
は
一
九
六
七
年
一
〇
月
九
日
、
副
大
統
領
ハ
ン
フ
リ
ー
に
以

下
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る
。

「
宇
宙
活
動
に
お
い
て
、
ソ
連
と
の
相
互
に
有
益
な
協
力
分
野
を
模
索
す
る
こ
と
が
、
ア
メ
リ
カ
の
政
策
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、

そ
の
よ
う
な
協
力
が
二
国
間
関
係
を
促
進
し
、
共
同
計
画
に
よ
っ
て
経
済
的
利
益
を
上
げ
、
不
要
な
重
複
を
避
け
る
と
い
う
前
提

に
基
づ
い
て
い
た
。
…
…
対
ソ
宇
宙
協
力
に
つ
い
て
の
悲
観
的
な
見
方
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
我
々
の
宇
宙
計
画
に
役
に
立

つ
だ
け
で
な
く
、
よ
り
広
い
国
際
的
影
響
力
を
持
つ
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
理
由
か
ら
も
、
そ
の
試
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
意
味

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。」

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
は
こ
の
助
言
を
受
け
入
れ
て
、
米
ソ
宇
宙
協
力
の
模
索
を
継
続
し
た
。
一
九
六
七
年
一
〇
月
一
〇
日
、
ホ
ワ
イ

ト
ハ
ウ
ス
で
行
わ
れ
た
宇
宙
条
約
発
効
の
祝
賀
会
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
な
演
説
を
行
っ
た
。

「
宇
宙
時
代
の
最
初
の
一
〇
年
間
は
競
争
の
時
代
で
あ
っ
た
。
我
々
は
競
争
心
を
持
っ
て
宇
宙
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
我
々

は
多
く
の
こ
と
を
成
し
遂
げ
て
き
た
が
、
一
方
で
競
争
に
よ
る
重
複
の
た
め
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
資
源
を
無
駄
に
し
て
き
た
。

　

次
の
一
〇
年
間
は
ま
す
ま
す
協
力
の
時
代
に
な
る
だ
ろ
う
。
米
ソ
両
国
だ
け
で
な
く
、
太
陽
と
星
の
下
に
あ
る
地
球
上
の
す
べ
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て
の
国
々
と
の
協
力
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
私
は
本
日
、
人
類
に
と
っ
て
こ
の
最
後
の
最
も
偉
大
な
探
検
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
望
む
、
あ
ら
ゆ
る

国
々
と
全
面
的
に
協
力
す
る
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
提
案
を
新
た
に
し
た
い
。
宇
宙
は
す
べ
て
の
人
類
に
と
っ
て
共
通
の
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
で
あ
り
、
人
類
が
協
力
し
て
探
検
し
、
克
服
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。」

　

こ
の
演
説
内
容
こ
そ
が
、
ま
さ
に
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
宇
宙
政
策
の
基
本
方
針
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
米
ソ
宇
宙
協
力
を
再
生
し
よ
う

と
い
う
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
提
案
に
対
し
て
、
ソ
連
側
は
何
ら
反
応
を
示
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ

ミ
ー
の
間
で
の
宇
宙
協
力
の
交
渉
も
行
き
詰
ま
っ
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
だ
が
米
ソ
関
係
全
体
で
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
五
年
間
で
ソ

連
と
多
く
の
条
約
を
締
結
し
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
は
、
一
九
六
七
年
一
月
の
宇
宙
条
約
と
一
九
六
八
年
七
月
の
核
不
拡
散
条
約
で

あ
り
、
宇
宙
条
約
は
米
ソ
宇
宙
協
力
の
最
大
の
成
果
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
米
ソ
関
係
の
中
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
宇
宙
協
力
を
め

ぐ
る
交
渉
で
妥
協
す
る
こ
と
な
く
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
ソ
連
と
の
競
争
に
よ
っ
て
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
国
内

で
は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
毎
年
度
予
算
の
危
機
に
陥
っ
た
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
ア
ポ
ロ
計
画
に
対
す
る
支
持
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
の

尽
力
に
よ
っ
て
、
ア
ポ
ロ
計
画
は
ほ
ぼ
予
定
通
り
に
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
ま
す
ま
す
泥
沼
化
し
、
黒
人
暴
動
な
ど
の
国
内
社
会
問
題
が
深
刻
化
す
る
中
で
、
一
九

六
八
年
三
月
三
一
日
に
次
期
大
統
領
選
挙
へ
の
不
出
馬
を
表
明
し
た
。
そ
の
後
、
公
民
権
運
動
の
指
導
者
マ
ー
チ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ

ン
グ
（M
artin Luther K

ing, Jr.

）
が
四
月
四
日
に
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
決
定
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
の
弟
で
民
主
党
大
統
領
候
補
の

一
人
で
あ
っ
た
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
（Robert F. K

ennedy

）
が
六
月
六
日
に
相
次
い
で
暗
殺
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
社
会
の
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
を
断
ち
切
ろ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
同
年
八
月
、
ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
る
人
類
初
の
有
人
月
面
着
陸
へ
の
挑
戦

を
一
九
六
九
年
七
月
に
行
う
こ
と
を
決
定
し
た
。
し
か
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
両
政
権
に
お
い
て
ア
ポ
ロ
計
画
の
決
定
と
実
施
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に
関
わ
っ
て
き
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
長
官
ウ
ェ
ッ
ブ
も
こ
れ
を
潮
時
と
判
断
し
て
、
大
統
領
選
挙
の
結
果
を
見
ず
に
一
九
六
八
年
一
〇
月
に
辞

任
す
る
。

　

こ
の
頃
、
米
ソ
両
国
の
月
競
争
は
最
終
局
面
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
お
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
中
央
情
報
局
（
Ｃ

Ｉ
Ａ
＝Central Intelligence A

gency

）
は
協
力
し
て
、
偵
察
衛
星
に
よ
っ
て
ソ
連
の
宇
宙
計
画
の
状
況
を
詳
細
に
監
視
し
て
い
た

が
、
一
九
六
八
年
八
月
、
ソ
連
が
ア
メ
リ
カ
に
先
駆
け
て
人
類
初
の
有
人
「
月
周
回
飛
行
」
を
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
情
報
を
つ
か

ん
だ
。
ソ
連
は
有
人
「
月
面
着
陸
」
で
は
ア
メ
リ
カ
に
先
を
越
さ
れ
る
こ
と
を
予
想
し
て
、
有
人
「
月
周
回
飛
行
」
だ
け
で
も
先
に
行

う
こ
と
で
、
そ
の
国
際
社
会
に
対
す
る
影
響
力
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
当
初
、
初
の
有

人
「
月
周
回
飛
行
」
を
一
九
六
九
年
初
め
に
予
定
し
て
い
た
が
、
急
遽
打
ち
上
げ
予
定
を
早
め
て
準
備
を
進
め
、
一
九
六
八
年
一
二
月

二
一
日
、「
ア
ポ
ロ
８
号
」
に
よ
っ
て
人
類
初
の
有
人
月
周
回
飛
行
に
成
功
す
る
。
だ
が
ソ
連
は
、
そ
の
後
も
諦
め
な
か
っ
た
。
ア
ポ

ロ
の
有
人
月
面
着
陸
実
現
が
予
定
さ
れ
て
い
た
一
九
六
九
年
七
月
に
入
り
、
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
を
打
ち
上
げ
る
サ
タ
ー
ン
ロ

ケ
ッ
ト
に
匹
敵
す
る
巨
大
な
Ｎ
Ｉ
ロ
ケ
ッ
ト
の
打
ち
上
げ
を
試
み
た
が
、
Ｎ
Ｉ
ロ
ケ
ッ
ト
は
打
ち
上
げ
台
で
大
爆
発
を
起
こ
し
て
失
敗

し
た
。
ソ
連
は
そ
の
一
〇
日
後
の
七
月
一
三
日
、
無
人
月
探
査
機
「
ル
ナ
15
号
（Luna 15

）」
に
よ
っ
て
月
面
の
土
を
地
球
に
持
ち

帰
る
試
み
に
挑
戦
し
た
が
、
月
面
に
激
突
し
て
失
敗
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
に
ソ
連
は
、
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
人
類
初
の
有
人
月
面
着

陸
に
最
後
ま
で
抵
抗
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
九
六
九
年
七
月
二
〇
日
、
ア
メ
リ
カ
は
ニ
ク
ソ
ン
共
和
党
政
権
の
下
で
「
ア
ポ
ロ
11

号
」
に
よ
っ
て
人
類
初
の
有
人
月
面
着
陸
を
実
現
し
た
。

結　

論

　

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
宇
宙
政
策
は
、
米
ソ
冷
戦
に
お
い
て
共
同
月
探
査
の
可
能
性
を
放
棄
し
て
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
再
び
ソ
連
と
の
競
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争
の
た
め
に
推
進
し
た
一
方
で
、
他
の
宇
宙
政
策
に
よ
っ
て
協
力
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　

一
九
五
七
年
一
〇
月
の
ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
を
契
機
と
し
て
、
当
時
上
院
議
員
で
あ
っ
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
ア
メ
リ
カ
宇
宙
政

策
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
六
一
年
一
月
に
発
足
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
で
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
副
大
統
領
及
び
国
家
航
空
宇
宙

会
議
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
議
長
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
が
宇
宙
に
お
け
る
世
界
的
主
導
権
を
獲
得
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
一
九
六
一
年

五
月
の
ア
ポ
ロ
計
画
の
決
定
に
尽
力
し
た
。
し
か
し
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
に
起
こ
っ
た
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
後
に
米
ソ
間
の

緊
張
緩
和
が
進
み
、
一
九
六
三
年
八
月
に
は
部
分
的
核
実
験
禁
止
条
約
が
締
結
さ
れ
た
後
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
は
暗
殺
さ
れ
る
二
か
月

前
の
同
年
九
月
、
国
連
に
お
い
て
米
ソ
共
同
の
有
人
月
探
査
を
提
案
し
た
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
に
よ
り
大
統
領
に
昇
格
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
る
米
ソ
共
同
月
探
査
を
含
め
て
、
前
政
権
の
宇
宙

政
策
を
基
本
的
に
継
続
し
た
。
し
か
し
、
宇
宙
で
主
導
権
を
握
る
こ
と
の
重
要
性
を
主
張
す
る
中
で
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
国
務
省
が
準
備
を

進
め
て
い
た
米
ソ
共
同
月
探
査
に
対
し
て
は
徐
々
に
消
極
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。
も
っ
と
も
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
と
ソ
連
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の

交
渉
は
継
続
さ
せ
、
一
九
六
四
年
六
月
に
は
米
ソ
宇
宙
科
学
協
力
に
関
す
る
第
二
次
了
解
覚
書
の
議
論
が
進
展
し
た
。

　

そ
の
頃
、
ソ
連
国
内
で
は
大
き
な
変
化
が
起
こ
っ
て
い
た
。
一
九
六
四
年
八
月
、
ソ
連
は
つ
い
に
独
自
の
有
人
月
面
着
陸
計
画
を
開

始
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
二
カ
月
後
に
は
、
米
ソ
宇
宙
協
力
に
一
定
の
理
解
を
示
し
て
い
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
首
相
の
座
か
ら
解
任
さ

れ
た
。
一
方
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
暗
殺
後
の
国
全
体
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
か
の
よ
う
に
、
国
民
の
大
半
が
世

界
に
先
駆
け
て
ア
メ
リ
カ
人
を
月
面
に
着
陸
さ
せ
る
ア
ポ
ロ
計
画
を
支
持
し
て
い
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
そ
の
年
の
大
統
領
選
挙
に
お
い

て
、
宇
宙
政
策
に
つ
い
て
は
、
米
ソ
共
同
月
探
査
の
可
能
性
に
は
言
及
す
る
こ
と
な
く
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
遂
行
す
べ
き
こ
と
だ
け
を
主

張
し
て
当
選
し
た
。

　

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
中
で
、
一
九
六
五
年
三
月
に
ソ
連
が
再
び
ア
メ
リ
カ
の
先
を
越
し
て
人
類
初
の
宇
宙
遊
泳
に
成
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功
し
た
。
米
ソ
共
同
月
探
査
の
準
備
を
進
め
て
き
た
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
は
、
こ
の
機
会
に
大
統
領
の
決
断
を
得
よ
う
と
、
一
九
六
五
年
六
月
の

国
連
二
〇
周
年
演
説
の
中
で
「
米
ソ
共
同
月
探
査
委
員
会
」
の
設
立
を
提
案
す
る
こ
と
を
進
言
し
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
国
内

の
ア
ポ
ロ
計
画
支
持
を
理
由
に
こ
れ
を
却
下
し
た
。
こ
う
し
て
米
ソ
共
同
月
探
査
構
想
は
一
九
六
五
年
中
頃
に
は
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
内

か
ら
消
滅
し
、
ア
ポ
ロ
計
画
は
ま
た
ソ
連
と
の
競
争
の
た
め
だ
け
に
推
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

だ
が
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
、
米
ソ
宇
宙
協
力
の
追
求
を
諦
め
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
日
本
な
ど
の
西
側
諸
国
と

の
宇
宙
協
力
を
拡
大
す
る
一
方
で
、
米
ソ
間
の
宇
宙
交
流
や
科
学
協
力
の
模
索
を
続
け
て
、
国
連
で
は
宇
宙
条
約
策
定
の
議
論
を
進
展

さ
せ
た
。
一
九
六
七
年
一
月
に
署
名
さ
れ
た
宇
宙
条
約
と
、
同
年
六
月
の
グ
ラ
ス
ボ
ロ
米
ソ
首
脳
会
談
を
経
て
一
九
六
八
年
七
月
に
署

名
さ
れ
た
核
不
拡
散
条
約
は
、
米
ソ
協
調
の
も
た
ら
し
た
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
そ
の
間
も
ソ
連
の

有
人
月
探
査
計
画
の
進
行
状
況
を
偵
察
衛
星
な
ど
に
よ
っ
て
細
か
く
把
握
す
る
な
ど
、
人
類
初
の
有
人
月
面
着
陸
の
実
現
に
向
け
て
激

し
い
宇
宙
競
争
を
展
開
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
国
内
で
は
、
莫
大
な
ア
ポ
ロ
予
算
は
常
に
批
判
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
が
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン

は
ア
ポ
ロ
計
画
を
支
持
し
続
け
た
。
だ
が
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
ま
す
ま
す
泥
沼
化
す
る
中
で
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
次
期
大
統
領
選
挙
へ
の
不

出
馬
を
表
明
す
る
。
そ
し
て
一
九
六
八
年
一
二
月
、
ア
ポ
ロ
８
号
が
ソ
連
に
先
駆
け
て
人
類
初
の
有
人
月
周
回
飛
行
に
成
功
し
た
の
を

見
届
け
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
退
任
し
た
。

　

ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
る
米
ソ
宇
宙
協
力
、
す
な
わ
ち
米
ソ
共
同
月
探
査
の
可
能
性
は
、
な
ぜ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
政
策
選
択
肢
か
ら
消

滅
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
目
の
理
由
は
外
交
で
、
当
時
の
米
ソ
関
係
で
あ
る
。
一
九
六
三
年
末
か
ら
一
九
六
九
年
初
め
の
ジ
ョ
ン
ソ

ン
政
権
期
の
米
ソ
関
係
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
激
化
と
ブ
レ
ジ
ネ
フ
ら
の
ソ
連
の
対
米
強
硬
姿
勢
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

期
の
キ
ュ
ー
バ
・
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
際
ほ
ど
悪
く
は
な
く
、
ま
た
そ
の
後
の
緊
張
緩
和
の
際
ほ
ど
良
く
は
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
米

ソ
関
係
は
宇
宙
協
力
に
よ
る
ア
ポ
ロ
計
画
を
必
要
と
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
も
し
関
係
が
さ
ら
に
悪
化
し
て
い
た
な
ら
ば
、
緊
張
緩
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和
の
た
め
に
共
同
月
探
査
が
必
要
と
さ
れ
た
だ
ろ
う
。
ま
た
、
も
し
関
係
が
も
っ
と
良
好
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
米
ソ
両
国
は
共
同
月
探

査
を
含
め
て
さ
ら
に
宇
宙
協
力
を
実
現
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
。

　

二
つ
目
の
理
由
は
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
国
内
政
治
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
国
民
の
大
部
分
、
と
く
に
野
党
の
共
和
党
の
人
々
は
、
共
同

月
探
査
を
欲
し
て
い
な
か
っ
た
。
過
去
の
二
つ
の
宇
宙
競
争
に
お
け
る
敗
北
、
す
な
わ
ち
人
類
初
の
人
工
衛
星
打
ち
上
げ
と
人
類
初
の

有
人
宇
宙
飛
行
に
お
け
る
敗
北
を
経
験
し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
国
民
は
、
次
の
月
へ
の
宇
宙
競
争
に
は
必
ず
や
ア
メ
リ
カ
が
勝
利
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い
た
。
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
議
会
で
は
共
同
月
探
査
は
ア
ポ
ロ
計
画
予
算
を
削
減
す
る
格
好
の
理
由
で
あ
っ
た
。
冷
戦
に

お
け
る
米
ソ
宇
宙
競
争
こ
そ
が
、
莫
大
な
宇
宙
予
算
を
維
持
す
る
主
た
る
理
由
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

三
つ
目
の
理
由
は
、
当
時
の
米
ソ
両
国
の
宇
宙
科
学
技
術
の
具
体
的
進
展
で
あ
る
。
一
九
六
四
年
の
間
に
、
ア
メ
リ
カ
は
月
面
に
着

陸
す
る
た
め
の
ア
ポ
ロ
宇
宙
船
や
そ
れ
を
月
ま
で
運
ぶ
サ
タ
ー
ン
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
を
本
格
的
に
開
始
し
、
一
方
の
ソ
連
は
つ
い
に
独

自
の
有
人
月
面
着
陸
計
画
を
開
始
し
た
。
こ
う
し
た
宇
宙
科
学
技
術
の
発
展
の
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
共
同
月
探
査
の
実
現
の
窓
は
、
ケ

ネ
デ
ィ
が
そ
の
提
案
を
行
っ
た
一
九
六
三
年
九
月
か
ら
、
ソ
連
が
独
自
の
有
人
月
面
着
陸
計
画
を
開
始
す
る
一
九
六
四
年
八
月
ま
で
の

間
の
み
、
開
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

最
後
の
理
由
と
し
て
、
こ
う
し
た
外
交
・
内
政
・
科
学
技
術
の
状
況
に
対
応
し
た
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
個
々
の
宇
宙
政
策
の
役
割
分

担
で
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
は
ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
国
力
と
理
念
を
誇
示
し
よ
う
と
し
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
冷
戦

の
緊
張
を
緩
和
し
よ
う
と
も
し
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
外
交
や
内
政
の
状
況
変
化
に
応
じ
て
、
ソ
連
と
の
競
争
と

協
力
の
二
通
り
の
方
法
で
推
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
目
的
を
追
求
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
を
引
き
継
い

だ
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
ア
ポ
ロ
計
画
を
ソ
連
と
の
競
争
に
よ
っ
て
推
進
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ
の
国
力
と
理
念
の
誇
示
と
い
う
目
的

の
み
を
追
求
し
た
。
そ
の
代
わ
り
、
宇
宙
科
学
協
力
の
模
索
や
宇
宙
条
約
の
締
結
な
ど
の
他
の
宇
宙
政
策
に
よ
っ
て
ソ
連
と
の
協
力
を

（
86
）
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進
め
る
こ
と
で
、
冷
戦
の
緊
張
緩
和
と
い
う
目
的
を
追
求
し
た
。
さ
ら
に
、
西
側
諸
国
と
宇
宙
協
力
を
拡
大
す
る
こ
と
で
、
ア
メ
リ
カ

を
中
心
と
し
た
西
側
同
盟
を
強
化
し
よ
う
と
も
し
た
。

　

米
ソ
共
同
月
探
査
の
可
能
性
は
、
こ
れ
ら
の
理
由
に
よ
っ
て
、
全
面
的
な
協
力
だ
け
で
な
く
部
分
的
あ
る
い
は
小
規
模
な
協
力
の
可

能
性
も
含
め
て
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
政
策
選
択
肢
か
ら
一
九
六
五
年
中
頃
に
は
消
滅
し
た
。
こ
れ
は
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
が
宇
宙
政

策
の
目
的
と
方
法
を
整
理
し
た
結
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
ア
ポ
ロ
計
画
は
一
九
六
一
年
五
月
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
内
で
「
冷
戦
の
流
動

的
な
最
前
線
で
の
戦
闘
の
一
部
」
と
し
て
決
定
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
に
と
っ
て
、
ア
ポ
ロ
計
画
の
中
止
や
大
幅
な
遅
れ
は
そ
の

戦
闘
で
の
ア
メ
リ
カ
の
敗
北
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
り
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
が
激
化
、
そ
し
て
泥
沼
化
し
て
い
く
中
で
、
宇
宙
政
策
で
も

敗
北
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
ア
ポ
ロ
計
画
の
予
定
通
り
の
実
施
と
月
競
争
に
お
け
る
勝
利
は
至
上
命
題
で
あ
っ
た
。
換
言
す
れ
ば
、

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
で
ア
メ
リ
カ
の
外
交
と
内
政
が
窮
地
に
陥
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
ア
ポ
ロ
計
画
に
よ
る
対
ソ
勝
利
と
人
類
初
の
偉

業
達
成
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
は
ソ
連
と
の
協
力
で
は
な
く
競
争
に
よ
っ
て
ア
ポ
ロ
計
画
を
推
進
し
た
一

方
で
、
他
の
宇
宙
政
策
に
よ
っ
て
冷
戦
の
緊
張
緩
和
と
国
際
協
調
に
努
め
た
の
で
あ
る
。

　

ア
ポ
ロ
計
画
の
推
進
と
実
現
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
は
そ
の
国
力
と
理
念
あ
る
い
は
価
値
観
を
誇
示
し
、
宇
宙
分
野
に
お
け
る
国
際

的
地
位
を
回
復
し
た
。
ア
ポ
ロ
計
画
が
結
果
と
し
て
、
冷
戦
に
お
け
る
米
ソ
宇
宙
競
争
の
象
徴
で
あ
る
の
は
紛
れ
も
な
い
事
実
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
も
ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
も
、
ア
メ
リ
カ
宇
宙
政
策
全
体
と
し
て
は
国
際
的
な
競
争
と
協
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ

こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
ポ
ロ
計
画
を
決
定
し
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も
ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
ジ
ョ

ン
ソ
ン
政
権
に
お
い
て
は
「
競
争
を
し
な
が
ら
の
協
力
（
競
争
の
中
で
の
協
力
）」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ア
ポ
ロ
計
画
後
は
、
宇
宙
競

争
に
お
い
て
勝
利
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
宇
宙
協
力
に
お
い
て
主
導
権
を
発
揮
す
る
と
い
う
「
協
力
を
し
な
が
ら
の
競
争
（
協
力
の
中
で

の
競
争
）」
へ
と
変
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
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本
稿
は
、
渡
邉
浩
崇
「
冷
戦
と
ア
ポ
ロ
計
画
─
─
米
国
宇
宙
政
策
に
お
け
る
競
争
と
協
力
─
─
」（
博
士
論
文
・
大
阪
大
学
、
二
〇
一
〇

年
九
月
提
出
）
の
「
第
三
章 

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
宇
宙
政
策
」
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
関
連
文
書
・
資
料
の
機
密
解
除
に
よ
る
一
般
公
開
や

入
手
、
関
連
研
究
の
蓄
積
や
発
展
を
踏
ま
え
て
、
加
筆
修
正
を
行
う
と
と
も
に
発
展
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
稿
に
先
立
つ
英
語
版
と

し

て
、H

irotaka W
atanabe, 

“The Space Policy of the Johnson A
dm

inistration: Project A
pollo and International 

Cooperation,

” Osaka U
niversity Law

 R
eview

, N
um

ber 57, February 2010, pp. 39-64.
ア
ポ
ロ
計
画
の
予
算
や
経
費
に
関
し
て
は
、
そ
の
額
の
大
き
さ
と
と
も
に
、
人
類
初
の
有
人
月
面
着
陸
を
実
現
す
る
た
め
の
計
画
や
費
用

の
ど
の
範
囲
ま
で
を
ア
ポ
ロ
計
画
に
含
め
る
か
な
ど
の
点
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
数
字
が
存
在
し
て
い
る
。
最
近
の
も
の
と
し
て
、T

he 
Planetary Society, 

“How
 m

uch did the A
pollo program

 cost?

” <https://w
w

w
.planetary.org/space-policy/cost-of-apollo>

（
最
終
閲
覧
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
五
日
）
で
は
、
二
五
八
億
ド
ル
（
二
〇
二
〇
年
価
値
で
二
五
七
〇
億
ド
ル
）。
ま
た
、
ア
ポ
ロ
計
画
の
規

模
の
一
つ
の
目
安
と
し
て
、
ち
ょ
う
ど
同
じ
頃
の
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
関
し
て
、
ア
メ
リ
カ
の
戦
費
一
五
〇
〇
億
ド
ル
以
上
、
戦
死
傷
者
三
六
万

人
。
松
岡
完
『
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
─
─
誤
算
と
誤
解
の
戦
場
』（
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
〇
一
年
）
iii
頁
。

ア
ポ
ロ
計
画
を
中
心
と
し
た
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
の
宇
宙
政
策
に
関
す
る
最
も
詳
細
か
つ
総
括
的
で
代
表
的
な
研
究
と
し
て
、John M

. 
Logsdon, John F. K

ennedy and the R
ace to the M

oon (Palgrave M
acm

illan, 2010). 

ま
た
日
本
に
お
け
る
研
究
と
し
て
、
渡
邉
浩

崇
「
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
と
ア
ポ
ロ
計
画
（
一
）、（
二
・
完
）
─
─
宇
宙
政
策
に
お
け
る
競
争
と
協
力
─
─
」『
阪
大
法
学
』
第
五
六
巻
第
五
号

（
二
〇
〇
七
年
一
月
）
一
〇
三
─
一
二
五
頁
、
第
六
号
（
二
〇
〇
七
年
三
月
）
一
四
九
─
一
七
五
頁
。

ア
ポ
ロ
計
画
に
関
す
る
宇
宙
科
学
技
術
を
歴
史
的
に
記
述
し
た
比
較
的
最
近
の
も
の
と
し
て
、
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
ス
コ
ッ
ト
、
ア
レ
ク
セ

イ
・
レ
オ
ー
ノ
フ
（
鈴
木
律
子
、
奥
沢
駿
訳
）『
ア
ポ
ロ
と
ソ
ユ
ー
ズ
─
─
米
ソ
宇
宙
飛
行
士
が
明
か
し
た
開
発
レ
ー
ス
の
真
実
』（
ソ
ニ
ー
・

マ
ガ
ジ
ン
ズ
、
二
〇
〇
五
年
）、
佐
藤
靖
『
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
を
築
い
た
人
と
技
術
─
─
巨
大
シ
ス
テ
ム
開
発
の
技
術
文
化
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
初

版
二
〇
〇
七
年
、
増
補
新
装
版
二
〇
一
九
年
）。

ケ
ネ
デ
ィ
政
権
に
お
け
る
ア
ポ
ロ
計
画
の
ソ
連
と
の
競
争
と
協
力
の
二
面
性
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
浩
崇
「
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
と
ア
ポ
ロ
計
画

（
一
）、（
二
・
完
）」。

ジ
ョ
ン
ソ
ン
政
権
の
宇
宙
政
策
に
関
す
る
研
究
と
し
て
、Robert A

. D
ivine, 

“Lyndon B. Johnson and the Politics of Space,

”  
in Robert A

. D
ivine ed., T

he Johnson Y
ears, V

olum
e T

w
o: V

ietnam
, the E

nvironm
ent, and Science (Law

rence, K
S: 

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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U

niversity Press of K
ansas, 1987), pp. 217-253, and Robert D

allek, 

“Johnson, Project A
pollo, and the Politics of Space 

Program
 Planning,

” in Roger D
. Launius and H

ow
ard E. M

cCurdy eds., Spaceflight and the M
yth of Presidential 

Leadership (U
rbana and Chicago: U

niversity of Illinois Press, 1997), pp. 68-91.
D

odd L. H
arvey and Linda C. Ciccoritti, U

.S.-Soviet Cooperation in Space (M
iam

i: U
niversity of M

iam
i, 1974).

Y
uri Y

. K
arash, T

he Superpow
er O

dyssey: A
 R

ussian Perspective on Space Cooperation (Reston, V
A

: A
IA

A
, 1999).

ス
プ
ー
ト
ニ
ク
・
シ
ョ
ッ
ク
と
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
設
立
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
浩
崇
「
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
と
ア
ポ
ロ
計
画
（
一
）」
一
〇
六
─
一
一
〇

頁
。D

allek, 
“Johnson, Project A

pollo, and the Politics of Space Program
 Planning,

” pp. 72-74.
T

hom
as P. M

urphy, Science, G
eopolitics, and Federal Spending (Lexington, M

A
: H

ealth Lexington Books, 1971), pp. 
207-210.

D
erek W

. Elliott, 
“Space: T

he Final Frontier of the N
ew

 Frontier,

” in M
ark J. W

hite, ed., K
ennedy: T

he N
ew

 
Frontier R

evisited (N
ew

 Y
ork: N

ew
 Y

ork U
niversity Press, 1998), p. 202.

D
allek, 

“Johnson, Project A
pollo, and the Politics of Space Program

 Planning,

” pp. 72-74.

ケ
ネ
デ
ィ
と
ジ
ョ
ン
ソ
ン
の
正
・
副
大
統
領
候
補
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｍ
・
シ
ュ
レ
ジ
ン
ガ
ー
（
中
屋
健
一
訳
）『
ケ
ネ

デ
ィ
─
─
栄
光
と
苦
悩
の
一
千
日
』（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
六
六
年
）
上
、
四
五
─
七
三
頁
。

“Report on the A
ctivities of the Second Session of the 85th Congress,

” delivered on the floor of the U
.S. Senate, 23 

A
ugust 1958, reprinted in U

.S. Senate, Com
m

ittee on A
eronautical and Space Sciences, Statem

ents by Presidents of the 
U

nited States on International Cooperation in Space: A
 Chronology, O

ctober 1957-A
ugust 1971 (W

ashington, D
C: U

.S. 
Governm

ent Printing O
ffice, 1971), pp. 58-59.

“Supporting statem
ent of Senator Lyndon B. Johnson on the U

nited Statesʼ proposal for the international control of 
outer space,

” delivered before the Political Com
m

ittee of the U
nited N

ationsʼ General A
ssem

bly, 17 N
ovem

ber 1958, 
reprinted in U

.S. Senate, Statem
ents by Presidents of the U

nited States on International Cooperation in Space, pp. 60-63.
D

ocum
ent 410, N

ational Security A
ction M

em
orandum

 N
o. 271, 

“Cooperation w
ith the U

SSR on O
uter Space 

（
7
）

（
8
）

（
9
）
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）
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）
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M
atters,

” 12 N
ovem

ber 1963, in U
.S. D

epartm
ent of State, Foreign R

elations of the U
nites States, 1961-1963, V

olum
e 

X
X

V
, O

rganization of Foreign Policy; Inform
ation Policy; U

nited N
ations; Scientific M

atters (hereafter FR
U

S, 1961-
1963, V

olum
e X

X
V

).  A
vailable at <https://history.state.gov/historicaldocum

ents/frus1961-63v25>

（
最
終
閲
覧
二
〇
二
一

年
一
〇
月
二
五
日
）。

D
ocum

ent 411, M
em

orandum
 From

 the A
ssistant Secretary of State for International O

rganization A
ffairs 

(Cleveland) to A
cting Secretary of State Ball, 

“In O
uter Space, T

oo, It T
akes T

w
o T

o T
ango,

” 20 N
ovem

ber 1963, 
FR

U
S, 1961-1963, V

olum
e X

X
V

.
Reprinted in Jam

es E. W
ebb, A

dm
inistrator, N

A
SA

, to the President, 31 January 1964, w
ith attached: 

“US-U
SSR 

Cooperation in Space Research Program
s,

” in John M
. Logsdon, et al. eds., E

xploring the U
nknow

n: Selected D
ocum

ents 
in the H

istory of the U
.S. Civil Space Program

, V
olum

e II: E
xternal R

elationships (W
ashington, D

C: N
A

SA
 SP-4407, 

1996), p. 179.
D

ocum
ent 412, M

em
orandum

 From
 the D

eputy Legal A
dvisor of the D

epartm
ent of State (M

eeker) to the D
eputy 

U
nder Secretary of State for Political A

ffairs (Johnson), 

“Cooperation w
ith the Soviets on a Joint Expedition to the 

M
oon,

” 4 D
ecem

ber 1963, FR
U

S, 1961-1963, V
olum

e X
X

V
.

Public Papers of the Presidents of the U
nited States, Lyndon B. Johnson, 1964 (hereafter PPP, LBJ, 1964), p. 117.

Jam
es E. W

ebb, A
dm

inistrator, N
A

SA
, to the President, 31 January 1964, w

ith attached: 

“US-U
SSR Cooperation in 

Space Research Program
s,

” in Logsdon, E
xploring the U

nknow
n, V

olum
e II, pp. 168-182.

“National A
eronautics and Space A

ct of 1958,
” Public Law

 85-568, 72 Stat., 426, Signed by the President on 29 July 
1958, in John M

. Logsdon, et al. eds., E
xploring the U

nknow
n: Selected D

ocum
ents in the H

istory of the U
.S. Civil Space 

Program
, V

olum
e I: O

rganizing for E
xploration (W

ashington, D
C: N

A
SA

 SP-4407, 1995), pp. 334-345.
D

ocum
ent 25, N

ational Security A
ction M

em
orandum

 N
o. 285, 

“Cooperation w
ith the U

SSR on O
uter Space 

M
atters,

” 3 M
arch 1964, FR

U
S 1964-1968, V

olum
e X

X
X

IV
, E

nergy D
iplom

acy and G
lobal Issues. A

vailable at 
<https://history.state.gov/historicaldocum

ents/frus1964-68v34>

（
最
終
閲
覧
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
五
日
）。
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ジョンソン政権の宇宙政策﻿
H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet Cooperation in Space, pp. 141-144.

H
arvey and Ciccoritti, U

.S.-Soviet Cooperation in Space, pp. 92-105.
H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet Cooperation in Space, pp. 141-142.

H
ugh L. D

ryden, 

“Letter to A
natoly A

. Blagonravov,

” 26 M
arch 1964, quoted in H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet 

Cooperation in Space, pp. 142-143.
D

ocum
ent 26, 

“Letter From
 the A

dm
inistrator of the N

ational A
eronautics and Space A

dm
inistration (W

ebb) to 
President Johnson,

” 30 A
pril 1964, FR

U
S 1964-1968, V

olum
e X

X
X

IV
.

ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
の
「
偉
大
な
社
会
」
に
つ
い
て
は
、
藤
本
一
美
編
『
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と
ア
メ
リ
カ
政
治
』（
つ
な
ん
出
版
、
二

〇
〇
四
年
）、
末
次
俊
之
『
リ
ン
ド
ン
・
Ｂ
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
大
統
領
と
「
偉
大
な
社
会
」
計
画
─
─
「
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
社
会
福
祉
体
制
」
の

確
立
と
限
界
』（
専
修
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
二
年
）。

“Rem
arks at the U

niversity of M
ichigan,

” 22 M
ay 1964, PPP, LBJ, 1963-64, I, pp. 704-707.

D
allek, 

“Johnson, Project A
pollo, and the Politics of Space Program

 Planning,

” pp. 76-78.
D

allek, 

“Johnson, Project A
pollo, and the Politics of Space Program

 Planning,

” p. 79.
H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet Cooperation in Space, pp. 143-145.

ソ
連
の
有
人
月
面
着
陸
計
画
開
始
、
ヴ
ォ
ス
ホ
ー
ト
１
号
打
ち
上
げ
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
解
任
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
冨
田
信
之
『
セ
ル
ゲ

イ
・
コ
ロ
リ
ョ
フ
─
─
ロ
シ
ア
宇
宙
開
発
の
巨
星
の
生
涯
』（
日
本
ロ
ケ
ッ
ト
協
会
、
二
〇
一
四
年
）
五
八
四
─
五
九
二
頁
、A

sif A
. 

Siddiqi, Sputnik and the Soviet Space Challenge (Gainesville, FL: U
niversity Press of Florida, 2003), pp. 395-408, and 

Jam
es H

arford, K
orolev: H

ow
 O

ne M
an M

asterm
inded the Soviet D

rive to Beat A
m

erican to the M
oon (N

ew
 Y

ork: John 
W

iley &
 Sons, Inc., 1997), pp. 246-275.

H
arvey and Ciccoritti, U

.S.-Soviet Cooperation in Space, pp. 149-151, and K
arash, T

he Superpow
er O

dyssey, pp. 59-62.
K

arash, T
he Superpow

er O
dyssey, p. 55, and D

ivine, 

“Lyndon B. Johnson and the Politics of Space,

” p. 234.
Jam

es E. W
ebb, M

em
orandum

 to W
illiam

 M
oyers, Press Secretary to the President, 22 July 1964, quoted in H

arvey 
and Ciccoritti, U

.S.-Soviet Cooperation in Space, p. 140.
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“View
s of the Presidential Candidates on the Future of the U

.S. in Space,

” M
issiles and R

ockets, 26 O
ctober 1964, 

pp. 16-18.
K

arash, T
he Superpow

er O
dyssey, p. 55, and D

ivine, 

“Lyndon B. Johnson and the Politics of Space,

” p. 234.
D

allek, 

“Johnson, Project A
pollo, and the Politics of Space Program

 Planning,

”, pp. 78-79.
D

ocum
ent 29, 

“Letter From
 the A

dm
inistrator of the N

ational A
eronautics and Space A

dm
inistration (W

ebb) to 
President Johnson,

” 18 D
ecem

ber 1964, FR
U

S 1964-1968, V
olum

e X
X

X
IV

.
A

nnual M
essage to the Congress on the State of the U

nion, 4 January 1964, PPP, LBJ, 1965, p. 2, and T
he 

Presidentʼs Inaugural A
ddress, 20 January 1965, PPP, LBJ, 1965, pp. 71-72.

D
ocum

ent 23, Report Prepared by the Com
m

ittee on N
ational Security Policy Planning Im

plications of O
uter Space 

in the 1970s, Basic N
ational Security Policy Planning T

ask I (1), 30 January 1964, FR
U

S 1964-1968, V
olum

e X
X

X
IV

, 
and the full text at the Lyndon Baines Johnson Presidential Library (hereafter LBJL).

“Mem
orandum

 from
 Jam

es W
ebb to A

ssistant to the President W
illiam

 M
oyers,

” 17 Septem
ber 1965, quoted in 

John M
. Logsdon, 

“Learning from
 the Leader: T

he Early Y
ears of Japanese-U

.S. Space Relations,

” (W
ashington, D

C: 
Space Policy Institute, George W

ashington U
niversity, 1998), pp. 3-4.

Logsdon, 

“Learning from
 the Leader,

” pp. 3-17. N
SA

M
 294, 

“U.S. N
uclear and Strategic D

elivery System
 A

ssistance 
to F

rance,

” 20 A
pril 1964, N

SA
M

 338, 
“Policy C

oncerning U
.S. A

ssistance in the D
evelopm

ent of F
oreign 

Com
m

unications Satellite Capabilities,

” 15 Septem
ber 1965 (Revised 12 July 1967), and N

SA
M

 354, 

“U.S. Cooperation 
w

ith European Launcher D
evelopm

ent O
rganization (ELD

O
),

” 29 July 1966. A
vailable at <https://w

w
w

.discoverlbj.org/
exhibits/show

/loh/pres/nsf#nsam
s>

（
最
終
閲
覧
二
〇
二
一
年
一
〇
月
二
五
日
）。

日
本
へ
の
宇
宙
協
力
に
つ
い
て
は
、
黒
崎
輝
『
核
兵
器
と
日
米
関
係
─
─
ア
メ
リ
カ
の
核
不
拡
散
外
交
と
日
本
の
選
択
一
九
六
〇
─
一
九

七
六
』（
有
志
舎
、
二
〇
〇
六
年
）「
第
三
章 

米
国
の
不
拡
散
政
策
と
日
本
の
宇
宙
開
発
─
─
一
九
六
〇
～
一
九
六
九
年
」
一
〇
八
─
一
四
六

頁
、
宮
沢
政
文
「
わ
が
国
に
お
け
る
実
用
ロ
ケ
ッ
ト
の
開
発
と
技
術
導
入
」『
日
本
航
空
宇
宙
学
会
誌
』
第
三
九
巻
第
四
四
五
号
（
一
九
九
一

年
二
月
）
五
五
─
六
八
頁
、Y

asushi Sato, 

“A Contested Gift of Pow
er: A

m
erican A

ssistance to Japanʼs Space Launch 
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ジョンソン政権の宇宙政策﻿
V

ehicle T
echnology, 1965-1975,

” H
istoria Scientiarum

, V
ol. 11, N

o. 2, 2001, pp. 176-204, and H
irotaka W

atanabe, 

“Japan-U
.S. Space Relations during the 1960s: D

ependence or A
utonom

y?

” H
istory of R

ocketry and A
stronautics, 

A
m

erican A
stronautical Society (A

A
S) H

istory Series, V
olum

e 34 (San D
iego, CA

: U
nivelt, Inc., 2011), pp. 261-277.

国
際
電
気
通
信
衛
星
機
構
の
暫
定
的
制
度
に
つ
い
て
は
、
山
本
草
二
『
宇
宙
通
信
の
国
際
法
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
六
年
）。

N
SA

M
 342, 

“U.S. A
ssistance in the Early Establishm

ent of Com
m

unications Satellite Service for Less-D
eveloped 

N
ations,

” 4 M
arch 1966.

D
ryden, Letter to Blagonravov, 5 M

arch and 27 A
pril 1965, quoted in H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet 

Cooperation in Space, p. 147.

一
九
六
一
年
四
月
一
二
日
、
ガ
ガ
ー
リ
ン
が
「
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
（「
東
方
」
の
意
）
1
号
（V

ostok 1

）」
宇
宙
船
に
乗
っ
て
人
類
初
の
有

人
宇
宙
飛
行
に
成
功
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
が
受
け
た
「
ガ
ガ
ー
リ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
浩
崇
「
ケ
ネ
デ
ィ
政
権

と
ア
ポ
ロ
計
画
（
一
）」
一
一
六
─
一
二
〇
頁
。

「
ジ
ェ
ミ
ニ
計
画
（Project Gem

ini

）」
は
、
ア
ポ
ロ
計
画
決
定
後
に
、
ア
メ
リ
カ
初
の
有
人
宇
宙
飛
行
計
画
の
「
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
計

画
（Project M

ercury

）」
と
ア
ポ
ロ
計
画
の
間
を
つ
な
ぐ
計
画
と
し
て
、
一
九
六
二
年
一
月
に
発
表
・
開
始
さ
れ
た
。
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
計
画

は
、
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
の
誕
生
し
た
一
九
五
八
年
一
〇
月
に
発
表
・
開
始
さ
れ
、
一
人
乗
り
宇
宙
船
の
開
発
を
目
的
と
し
て
、
一
九
六
一
年
五
月
か
ら

一
九
六
三
年
五
月
ま
で
に
六
回
の
有
人
宇
宙
飛
行
が
行
わ
れ
た
。
ジ
ェ
ミ
ニ
計
画
は
、
二
人
乗
り
宇
宙
船
の
開
発
、
地
球
軌
道
上
で
宇
宙
船
同

士
が
ラ
ン
デ
ブ
ー
（
接
近
）
と
ド
ッ
キ
ン
グ
（
結
合
）
す
る
技
術
の
開
発
、
宇
宙
船
外
活
動
を
目
的
と
し
て
、
一
九
六
五
年
三
月
か
ら
一
九
六

六
年
一
一
月
ま
で
に
一
〇
回
の
有
人
宇
宙
飛
行
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ジ
ェ
ミ
ニ
計
画
に
は
ア
メ
リ
カ
空
軍
も
軍
事
的
利
用
の
観
点
か
ら
興
味
を

持
ち
、
ジ
ェ
ミ
ニ
宇
宙
船
を
利
用
し
た
「
有
人
軌
道
実
験
室
（
Ｍ
Ｏ
Ｌ
＝M

anned O
rbital Laboratory

）
計
画
」
を
一
九
六
三
年
一
二
月

に
開
始
し
た
が
、
一
九
六
九
年
六
月
に
中
止
し
た
。D

w
ayne A

. D
ay, 

“Invitation to Struggle: T
he H

istory of Civilian-M
ilitary 

Relations in Space,

” in Logsdon, E
xploring the U

nknow
n, V

olum
e II, pp. 258-263.

D
ryden, M

em
orandum

 of Conversation w
ith Blagonravov, 14 M

ay 1965, at M
ar del Planta, A

rgentina, quoted in 
H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet Cooperation in Space, pp. 153-154.

H
arvey and Ciccoritti, U

.S.-Soviet Cooperation in Space, p. 155.
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国
家
航
空
宇
宙
会
議
（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｃ
）
に
お
け
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
“The N

ational A
eronautics and Space Council, D

uring the 
T

enure of Lyndon B. Johnson as V
ice President and during H

is A
dm

inistration as President, January 1961-January 
1969,

” Adm
inistrative H

istories of the N
ational A

eronautics and Space Council, LBJL.
D

ocum
ent 30, 

“Mem
orandum

 From
 the Executive Secretary of the N

ational A
eronautics and space Council (W

elsh) 
to V

ice President H
um

phrey,

” 1 M
arch 1965, and D

ocum
ent 31, Editorial N

ote, FR
U

S 1964-1968, V
olum

e X
X

X
IV

.
D

ocum
ent 32, 

“Paper Prepared in the D
epartm

ent of State,

” 26 A
pril 1965, FR

U
S 1964-1968, V

olum
e X

X
X

IV
.

H
ugh L. D

ryden, Letter to President Lyndon B. Johnson transm
itting draft statem

ent for inclusion in U
N

 address 
scheduled for delivery 25 June 1965, inform

al, undated, quoted in H
arvey and Ciccoritti, U

.S.-Soviet Cooperation in 
Space, pp. 140-141.

“The Presidentʼs N
ew

s Conference of A
ugust 25, 1965,

” PPP, LBJ, 1965, p. 918.
D

ocum
ent 34, Circular T

elegram
 From

 the D
epartm

ent State to Certain Posts, W
ashington, A

ugust 26, 1965, 7:30 
p.m

., FR
U

S, 1964-1968, V
ol. X

X
X

IV
.

D
ocum

ent 35, T
elegram

 From
 the Em

bassy in the Soviet U
nion to the D

epartm
ent State, M

oscow
, Septem

ber 8, 
1965, FR

U
S, 1964-1968, V

ol. X
X

X
IV

.
K

arash, T
he Superpow

er O
dyssey, p. 63, and H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet Cooperation in Space, p. 155.

D
ryden, Letter to Blagonravov, 27 A

ugust 1965 and 1 D
ecem

ber 1965, quoted in H
arvey and Ciccoritti, U

.S.-Soviet 
Cooperation in Space, p. 155.

H
arvey and Ciccoritti, U

.S.-Soviet Cooperation in Space, p. 156.
H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet Cooperation in Space, p. 156.

Siddiqi, Sputnik and the Soviet Space Challenge, pp. 511-516, and H
arford, K

orolev, pp. 275-285. 

コ
ロ
リ
ョ
フ
が
も
し
生

き
延
び
て
い
た
ら
ソ
連
の
有
人
月
計
画
が
成
功
し
た
か
に
つ
い
て
は
、
開
発
体
制
・
組
織
、
資
金
、
政
治
や
軍
の
協
力
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
理

由
と
し
て
難
し
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
冨
田
信
之
『
セ
ル
ゲ
イ
・
コ
ロ
リ
ョ
フ
』
六
七
六
─
六
八
〇
頁
、
冨
田
信
之
『
ロ
シ
ア
宇
宙
開

発
史
─
─
気
球
か
ら
ヴ
ォ
ス
ト
ー
ク
ま
で
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
二
年
）
四
七
〇
─
四
七
二
頁
。
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ジョンソン政権の宇宙政策﻿
H

arvey and Ciccoritti, U
.S.-Soviet Cooperation in Space, p. 156.

“Rem
arks D

uring a V
isit to Cape K

ennedy W
ith Chancellor Erhard of Germ

any,

” 27 Septem
ber 1966, PPP, LBJ, 
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